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10 月 18 日に有明国民運動場（市役所
隣）で開催された第 1 回志布志市小
学校陸上記録会には市内 18 校の 5・6
年生が集まり日頃鍛えた成果を発揮し
ました。記録会の結果は 21 頁をご覧
ください。
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特集：さんふらわあ

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
問
題
に
つ
い
て

　

10
月
13
日
に
、
㈱
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
イ

ン
西
日
本
か
ら
、
原
油
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
採

算
性
の
悪
化
等
を
理
由
に
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
志

布
志
航
路
撤
退
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
時

に
は
、
こ
れ
ま
で
撤
退
に
つ
い
て
何
の
情
報
も

無
く
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の

よ
う
に
、
志
布
志
市
は
も
と
よ
り
大
隅
半
島
、

そ
し
て
鹿
児
島
県
に
と
っ
て
、
商
業
、
観
光
、

物
流
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
報
道
各
社
の
報
じ
ら
れ
て
い
る

と
お
り
、
様
々
な
方
や
関
係
機
関
に
働
き
か

け
、
市
内
各
種
団
体
に
よ
る｢

さ
ん
ふ
ら
わ

あ
志
布
志
航
路
存
続
協
議
会
」
を
設
立
す
る

な
ど
、
存
続
に
向
け
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
万
一
、
撤
退
と
な
っ
た
場
合
の
市
に
対

す
る
影
響
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
日
が
経

つ
に
つ
れ
危
機
感
が
高
ま
り
、
志
布
志
市
だ

け
で
は
な
く
、
今
後
は
県
に
も
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
要
請
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
企
業
に
と
っ
て
採
算
が
合
わ
な

い
航
路
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

市
で
協
力
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、国
内
・

国
外
航
路
の
集
荷
の
た
め
、、志
布
志
港
ポ
ー

ト
セ
ー
ル
ス
推
進
協
議
会
な
ど
で
も
、
乗
客

や
集
荷
の
増
進
に
向
け
て
模
索
を
続
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
10
月
27
日
に
㈱
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ

ラ
イ
ン
西
日
本
大
阪
本
部
に
存
続
協
議
会
で

訪
問
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
説
明
を
し
、
市
民
全
体
の
声
と
し
て
、
存

続
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
存
続
に
向
け
て
何
度
で
も

協
議
を
重
ね
、
絶
対
に
志
布
志
港
か
ら
「
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
姿
が
消
え
る
こ
と
が
無
い

よ
う
に
努
力
を
続
け
ま
す
。

　

私
た
ち
は
行
政
の
立
場
と
し
て
、
全
面
的

に
取
り
組
み
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
署

名
活
動
な
ど
、
全
面
的
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
近
く
開
催
す
る
、
決
起
集
会
な
ど
に

も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、「
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
」
存
続
の
願
い
が
、
志
布
志
市

全
体
の
大
き
な
う
ね
り
と
な
り
、
航
路
存
続

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ど
う
な
る
の
？
？「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」

　

新
聞
な
ど
、
各
種
報
道
で
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
10
月
13
日
に
、
㈱
ブ
ル
ー
ハ
イ

ウ
ェ
イ
ラ
イ
ン
西
日
本
の
専
務
以
下
関
係

者
が
志
布
志
市
役
所
を
訪
問
し
、
撤
退
を

検
討
し
て
い
る
旨
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、「
原
油
の
高
騰
で
、
採
算
に

合
わ
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
社
の
存
続
も
厳

し
い
。
よ
り
条
件
の
良
い
宮
崎
港
へ
の
寄

港
を
来
年
４
月
１
日
よ
り
開
始
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

㈱
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
イ
ン
西
日
本

が
運
航
す
る
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
は
、
こ

れ
ま
で
志
布
志
港
に
お
け
る
国
内
物
流
の

中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
て
お
り
、
大
隅

地
域
を
は
じ
め
と
し
た
南
九
州
地
域
に
お

け
る
経
済
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
」
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の

人
が
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
に
乗
り
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
、「
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
」
は
、
志
布
志
と
関
西
と
を
結
ぶ
ヒ

ト
と
モ
ノ
の
大
動
脈
で
す
。
昭
和
52
年
の

就
航
以
来
、「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
は
、
こ

の
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
志
布

志
と
い
え
ば
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」、「
さ
ん

ふ
ら
わ
あ
」
と
い
え
ば
志
布
志
、
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い
、
志
布
志
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
私
た
ち
と
共
に
生
き
て

い
ま
す
。

　

志
布
志
港
は
、昭
和
44
年
に
重
要
港
湾
、

平
成
８
年
に
は
九
州
で
唯
一
の
中
核
国
際

港
湾
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
近
年
、
さ

ら
に
そ
の
勢
い
は
加
速
し
て
お
り
、
国
際

物
流
拠
点
港
湾
と
し
て
の
地
位
を
確
か
な

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
内
航
路
の
最
重
要

航
路
、「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
志
布
志
～

大
阪
航
路
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
志

布
志
港
に
集
ま
っ
て
い
た
荷
物
は
一
気
に

他
の
港
へ
流
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

志
布
志
港
全
体
に
と
っ
て
、
壊
滅
的
な
ダ

メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
荷
物
の
な
い
港
の

将
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

志
布
志
港
の
衰
退
は
、
現
在
建
設
中
の

新
若
浜
地
区
や
、
東
九
州
自
動
車
道
、
都

城
と
志
布
志
を
結
ぶ
地
域
高
規
格
道
路
の

建
設
意
義
さ
え
問
わ
れ
か
ね
ま
す
。

国
際
物
流
拠
点
港
湾
、
志
布
志
港
の
発
展

は
、「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
存
続
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

今
後
の
対
応
方
策
に
つ
い
て

■
要
望
活
動

　

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
志
布
志
航
路
撤
退
に

つ
い
て
は
、
本
市
の
産
業
や
観
光
に
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
市
全
体
の
課
題

と
し
て
捉
え
、
国
、
県
な
ど
に
航
路
の
維

持
・
支
援
要
請
を
す
る
と
と
も
に
、
船
会

社
に
航
路
存
続
の
要
望
活
動
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
存
続
活
動
の
機
運
を
高
め
る

た
め
署
名
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

①
各
団
体
に
よ
る
署
名
活
動

　

時
期　

11
月
中
旬
ま
で

②
国
、
県
及
び
国
会
議
員
、
県
議
会
へ
の

　

維
持
・
支
援
の
要
請　

　

時
期　

11
月
中
旬

　

要
望
先　

国
、
鹿
児
島
県
、
国
会
議
員
、

　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
議
会

③
航
路
存
続
の
た
め
の
決
起
大
会
の
実
施

④
船
会
社
へ
の
要
望
活
動

　

時
期　

11
月
下
旬

　

要
望
先　
（
株
）
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ

　
　
　
　
　

ラ
イ
ン
西
日
本

　
　
　
　
　
（
株
）
商
船
三
井

■
各
種
団
体
と
の
連
携

　

航
路
存
続
へ
向
け
た
活
動
を
す
る
た

め
、
大
隅
総
合
開
発
期
成
会
や
南
九
州
総

合
開
発
協
議
会
な
ど
関
係
団
体
と
の
連
携

を
図
り
ま
す
。

■
利
用
促
進
活
動

　

各
団
体
に
お
い
て
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の

更
な
る
利
用
促
進
を
図
り
、
存
続
に
向
け

た
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

①
各
団
体
に
よ
る
利
用
促
進
活
動

■
支
援
活
動

　

国
、
県
、
市
及
び
そ
の
他
関
係
団
体
に
よ

る
支
援
策
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
し
ま
す
。

本田修一志布志市長

市では存続に向けてさまざまな努力を行っています

物流の動脈として多くの方がさんふらわあを利用しています

3　市報しぶし■ 2006.11 市報しぶし■ 2006.11　2

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
志
布
志
航
路
撤
退
に
つ
い
て

新
聞
な
ど
、
各
報
道
機
関
で
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
志
布
志
航
路
撤
退
が
取
り
ざ
た
さ
れ
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
心
配

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
志
布
志
市
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
様
々
な
存
続
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

志布志湾を航海するさんふらわあ

署
名
活
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

さ
ん
ふ
ら
わ
あ

大
阪
～
志
布
志
航
路
の
存
続
を
！

　

す
で
に
、
皆
様
に
は
ご
承
知
の
と
お
り
、

志
布
志
と
大
阪
間
を
結
ぶ
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」

を
運
航
い
た
し
ま
す
㈱
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ

ラ
イ
ン
西
日
本
か
ら
、
今
年
度
で
志
布
志
港

寄
港
を
中
止
し
、
来
年
度
か
ら
宮
崎
港
へ
の

寄
港
を
開
始
す
る
意
向
が
伝
え
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

も
し
、
こ
の
こ
と
が
実
現
い
た
し
ま
す
と
、

本
市
だ
け
で
な
く
、
大
隅
半
島
や
鹿
児
島
県

の
産
業
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
志
布
志
航
路
存
続
協

議
会
で
は
、
志
布
志
・
大
阪
航
路
の
運
航
維

持
を
図
る
た
め
、
現
在
、
志
布
志
航
路
の
存

続
に
つ
い
て
自
治
会
等
を
通
じ
て
、
署
名
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
趣
旨
を

ご
理
解
の
う
え
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
家

族
全
員
の
署
名
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
署
名
期
間　

11
月
24
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
志
布
志
航
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　

存
続
協
議
会
事
務
局

　

志
布
志
市
港
湾
商
工
課
港
湾
振
興
係

　
　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
２
６
１
）

　
　

Fax
４
７
４
ー
２
２
８
１



特集：さんふらわあ

さんふらわあの就航から存続協議会設立までのながれ
年　月 　　　　　　内　　　　　　　　　　　　　容

昭和 52年   1 月 日本高速フェリーが志布志～大阪間に「さんふらわあ」を就航させる
平成   2 年 11 月 商船三井グループのブルーハイウェイラインが同航路を買収
平成   5 年   3 月 さんふらわあ「さつま」就航
平成   5 年   8 月 さんふらわあ「きりしま」就航
平成   9 年   4 月 さんふらわあ「さつま」に代わり「さっぽろ」が就航
平成 11年   4 月 さんふらわあ「さつま、きりしま」が再就航
平成 12年   4 月 ブルーハイウェイライン西日本に分社化

平成 13年   2 月

商船三井がフェリー事業再編の一環として、ブルーハイウェイラインとブルーハイウェイライン西日本
を６月末で解散し、志布志～大阪航路は同グループのダイヤモンドフェリーが運航を引き継ぎ、宮崎へ
追加寄港すると発表する。しかし、宮崎県が、岸壁の使用を許可しなかったことから、同航路の就航は
白紙になる

平成 13年   8 月 商船三井東京本社及びブルーハイウェイライン西日本（大阪本部）に同航路の継続を要望し継続となる
平成 13年   9 月（株）ブルーハイウェイラインの解散に伴い，東京～那智勝浦（和歌山）～高知航路を廃止

平成 13年 10 月 志布志中学校に対し、航路利用促進を図るため、修学旅行での利用を依頼する。同時に、町の補助金を付け、九州での修学旅行との価格調整を行う。（平成１６年度まで）

平成 14年   4 月

畜産物等の貨物を集荷するため運航ダイヤを変更。
志布志発：18:00（旧：19:45）大阪発：07:40（旧：09:45）
畜産物等の貨物獲得のため、ジャパンファーム（大崎町）、サンキョーミート（有明町）、南九州畜産興業（末
吉町）、ＪＡそお、及び関連の運送会社に対し、さんふらわあの利用を要望

平成 15年   9 月
外国貨物に対応するため、保税蔵置場を新設（旧志布志町助成事業）。これにより、輸入牧草、輸出タイヤ
の輸送ルートの確保、増加対策を行い、オーツタイヤと住友ゴムの合併に伴う輸出用タイヤの博多港への輸
送ルートの変更を防ぐ

10 月

志布志港国内航路利用促進事業として、志布志港国際航路利用促進協議会（助成事業）、阪急交通社と協
力し、関西方面への旅客の確保を行う為、さんふらわあの旅行パックを作成。これにより、往復で 1,100
人程度の参加者を得る。
行先は京都・姫路を巡るコースと北陸方面の２コース（同様の旅行パックを 12月、16 年 2月にも販売）

平成 17年   1 月
旅客の確保のため、関西方面の旅行エージェントに対し、さんふらわあを利用したツアーを企画・販売
するように要請する。また、大隅地域の観光情報を提供し、観光地としての魅力をＰＲする
（平成 17年 11 月・平成 18 年 2月にも同様の活動を行う）

   3 月 国内・国外航路の集荷のため、志布志港ポートセールス推進協議会（事務局：県港湾課）とともに、志布志港周辺の市町の企業立地担当課に対し、PR活動を行う。（都城市・末吉町・大隅町・大崎町・鹿屋市・
吾平町）

10月 国内航路の旅客確保のため、鹿児島市内の旅行エージェントを訪問し、集客を図る。（阪急交通社・読売旅行社・鹿児島生協・タビックス・鹿児島大学生協）
 平成 18 年

10 月 13 日 ブルーハイウェイライン西日本より、年度内の志布志港寄港中止と宮崎航路開設の報告がある。

10月 17 日 国土交通省海事局訪問大隅総合開発期成会事務局へ存続活動の協力依頼

10月 18 日 庁内の ｢さんふらわあ｣ 志布志航路存続対策検討会を開催
南九州総合開発協議会総会での存続活動の協力依頼

10月 19 日 市議会の志布志港振興対策等調査特別委員会の開催

10月 20 日 県庁企画部、土木部、観光交流局へ存続活動の協力依頼( 社 ) 鹿児島県トラック協会曽於支部へ存続活動の協力依頼

10月 23 日 ( 社 ) 鹿児島県トラック協会へ存続活動の協力依頼曽於地区商工会連絡協議会の行政懇談会での存続活動の協力依頼

10月 24 日 串間市他へ存続活動の協力依頼( 社 ) 鹿児島県トラック協会曽於支部役員会での存続活動の協力依頼
10月 25 日 大隅総合開発期成会幹事会の開催
10月 26 日 市内各種団体による ｢さんふらわあ｣ 志布志航路存続協議会を開催
10月 27 日 ブルーハイウェイライン西日本大阪本部に存続協議会で訪問し、状況調査及び存続要望
10月 28 日 議会全員協議会で、これまでの経緯及び今後の対応方策について説明
10月 31 日 志布志港ポートセールス推進協議会主催のポートセミナーで存続活動の協力要請

　11 月 12 日から 25 日は「女性に対す
る暴力をなくす運動」の実施期間です。
　暴力は、その対象や加害者、被害者
の間柄を問わず、決して許されるもの
ではありません。特に、夫やパートナー
からの暴力、性犯罪、売買春、セクシュ
アル・ハラスメント、ストーカー行為
等女性に対する暴力は、女性の人権を
著しく侵害するものであり、男女共同
参画社会を形成していく上で克服すべ
き重要な課題となっています。
　「女性に対する暴力をなくす運動」
実施期間には、地方公共団体、女性団
体その他の関係団体との連携、協力の
もと、社会の意識啓発等、女性に対す
る暴力の問題に関する取組を一層強化
することとしています。

～ドメスティック・バイオレンス
（DV）について～

　ドメスティック・バイオレンスとは、
日本語に直訳すると「家庭内暴力」と
なるが、一般的には、夫や恋人など親
密な関係にある、又はあった男性から
女性に対して振るわれる暴力のこと。
暴力には、殴る、蹴るといった身体的
な暴力だけでなく、無視したりのの
しったりする精神的暴力、性的行為の
強要などの性的暴力、金銭的自由を与
えないなどの経済的暴力、人間関係や
行動を監視したり制限したりするなど
の社会的暴力などが含まれる。
　「配偶者暴力相談支援センター」とは、
配偶者からの暴力の防止及び被害者の
保護を図るための業務を行う施設で、
鹿児島県では婦人相談所と県男女共同
参画センターが指定されています。

女性支援対策推進委員会
　10 月 6 日、市役所庁議室で女性支
援対策推進会議を開催しました。会に
先立ち、助役から委員に委嘱状が手渡
されました。この委員会は各市民団体、
企業、PTA，保育園代表等の 10 人で
構成され，女性が一人ひとりの個性と
能力を発揮できる社会の実現にむけ
て、女性が必要とする支援のあり方を
考え市政に反映させることを目的とし
ています。
　第 1 回の委員会では、市内の所属
団体や小グループなどの会議の中に出
向き、たくさんの女性の声を聴取し支

■夫の暴力などの相談
　鹿児島県婦人相談所　℡ 099-222-1467

援を受けたい、支援をしたいなど皆さ
んで検討し進めていきます。
■女性支援推進委員名簿
氏　名 備　考

迫 田 祐 子 女性連絡協議会
森 村 律 子 社会福祉協議会
小 野 芳 枝 保育園
白坂真奈美 市ＰＴＡ会員
牧枝みゆき 生涯学習
谷 川 淳 子 企業
春 田 良 子 ボランティアなかよし
田 中 郁 子 読み聞かせグループ
川 畑 充 子 いちの会
山之内恵子 商工会女性部

『食を考える』講演会を開催します！

■開催期日　11 月 20 日 ( 月 )
　　　　　　午後７時から９時まで
■場所　有明農村環境改善センター
■講師　角屋敷　まり子氏
　　　　（正食クッキングスクール講師）
※玄米の試食などもあり、大変楽しい
講演会です。皆様の参加をお待ちして
います。

男女で作る
うるおいと活力あるまち

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.9

■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel 474-1111( 内線 255)
　パートナーからの暴力など、男女共同参画に関する悩み、情報がありましたらご連絡ください。秘密は固く守ります。
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　志布志市では、現在「さんふらわあ」の存続に向けて様々な働きかけを行っています。
　志布志市のシンボル「さんふらわあ」の存続に向け、皆様の署名運動なども行っています。志布志市のホームページから雛形
のダウンロードができますので、１人でも多くの署名をお願いします。
　なお、新しい情報が入りしだい市のホームページ等で情報を公開してまいります。　

多くの方が参加し意見交換しました

配偶者から暴力を受けた場合

　配偶者暴力相談支援センター（相談）（※）
　・医学的、心理学的な指導
　・一時保護（民間シェルター委託等）
　・各種情報の提供　・その他の支援

　警察（相談・通報）（※）
　・暴力の制止　・被害者の保護
　・被害防止のために必要な措置

　地方裁判支援センター（※）
　保護命令申し立て（公証人の認証）

被害者　←　加害者

※書面の提出など（求めに応じて）

保護命令発令暴力

角屋敷まりこ先生
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夢
し
ず
く
工
房
の
イ
モ
ほ
り

　

10
月
15
日
、
志
布
志
町
夏
井
に
あ
る
畑

で
、
手
作
り
焼
酎
の
製
造
を
通
し
て
、
知

的
障
害
者
の
自
立
に
取
り
組
ん
で
い
る

『
夢
し
ず
く
工
房
』
の
育
て
て
い
た
、
さ

つ
ま
イ
モ
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
家
族
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
都
城
市
キ
ャ
ン
パ
ス
の
会
な
ど
50
人

を
超
え
る
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
は
、
焼
き
イ
モ
な
ど
が
振

る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
そ
れ
ら
を
食
べ
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
モ
は
５
月
に
植
え
ら
れ
、
同
工

房
の
皆
さ
ん
が
大
事
に
育
て
た
も
の
で
、

市
内
の
若
潮
酒
造
の
協
力
に
よ
り
来
年
の

３
月
頃
に
は
、
お
い
し
い
焼
酎
『
夢
し
ず

く
』
が
完
成
し
、
１
１
０
０
本
を
限
定
販

売
す
る
予
定
で
す
。

皆でイモほりを楽しみ、収穫の喜びを味わいました

子どもたちは 1匹ずつ優しく放流しました

大
き
く
育
っ
て
ね

　

10
月
６
日
、
安
楽
川
渓
流
の
森
山
川
で

森
山
小
学
校
の
児
童
が
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
程
の
ウ
ナ
ギ
約
１
０
０
０
匹
を
放
流
し

ま
し
た
。

　

放
流
に
用
い
た
ウ
ナ
ギ
は
、
以
前
か
ら

子
ど
も
会
の
活
動
な
ど
で
、
森
山
校
区
で

鯉
の
放
流
な
ど
を
行
っ
て
い
る
道
上
徳
明

さ
ん
が
準
備
し
た
も
の
で
、
大
き
な
袋
に

ウ
ナ
ギ
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

放
流
が
始
ま
る
と
、
最
初
は
ヌ
ル
ヌ
ル

し
た
ウ
ナ
ギ
に
恐
る
恐
る
触
れ
て
い
ま
し

た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
競
う
よ
う
に
川

に
放
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
片
川
渋
己
さ
ん
は
「
小
学
校

の
す
ぐ
隣
に
川
が
あ
る
の
で
毎
日
観
察
し

て
、
早
く
大
き
く
な
る
の
を
見
て
み
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

蓬
の
郷
民
宿
村
認
定
第
２
号

　

い
ち
き
串
木
野
市
の
増
田
禎
朗
さ
ん

が
、
蓬
の
郷
民
宿
村
事
業
の
事
業
者
認
定

を
受
け
、
10
月
20
日
、
市
長
か
ら
認
定
書

を
受
け
ま
し
た
。

　

増
田
さ
ん
は
、
現
在
高
等
学
校
に
勤
務

し
て
お
り
、
来
年
３
月
の
退
職
を
機
に
故

郷
に
近
い
、
蓬
の
郷
民
宿
村
に
民
宿
を
建

て
、
市
や
市
内
の
農
家
と
協
力
し
て
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
確
立
し
、
都
市
と

農
村
の
交
流
を
図
り
た
い
と
の
思
い
が
あ

り
、
民
宿
を
始
め
る
こ
と
を
決
心
し
た
と

い
い
ま
す
。

　

ま
た
、蓬
の
郷
は
大
変
お
気
に
入
り
で
、

里
帰
り
を
兼
ね
、
現
在
も
サ
ウ
ナ
な
ど
を

利
用
す
る
た
め
「
民
宿
村
か
ら
蓬
の
郷
は

近
い
の
で
、
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

民
宿
の
名
前
に
つ
い
て
は
現
在
思
案
中

と
の
こ
と
で
す
が
、
志
布
志
市
に
新
た
な

名
所
が
誕
生
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

志
布
志
市
に
案
内
板
の
寄
付

　

10
月
19
日
、
大
本
組
九
州
支
店
か
ら
志

布
志
市
長
に
案
内
板
の
寄
付
の
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
発
注
の
志
布
志
港
（
新
若
浜
地
区
）
岸

壁
荷
役
機
械
基
礎
工
事
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、工
事
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
し
て
、

地
元
に
何
ら
か
の
貢
献
が
で
き
な
い
も
の

か
検
討
し
て
、案
内
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
回
、市
役
所
や
各
支
所
の
案
内
板
や
、

そ
こ
に
掲
げ
る
看
板
で
６
か
所
に
設
置
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
を
訪
れ
る
人
も
「
市
役
所
の
入

り
口
付
近
の
道
路
に
看
板
が
あ
る
の
で
通

り
過
ぎ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
」
と

大
変
好
評
で
す
。

市長から認定書を受け取る増田さん

市長に寄付の目録が手渡されました

家
族
経
営
協
定
調
印
式

　

10
月
13
日
、
５
組
の
家
族
が
家
族
経
営

協
定
の
調
印
式
を
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
志
布
志
市
に
夫
婦
間
、
親
子
間

で
の
家
族
経
営
協
定
締
結
さ
れ
て
い
る
農

家
は
39
家
族
で
す
。

　

農
業
に
お
け
る
女
性
の
力
は
大
変
重
要

な
も
の
で
す
が
、
家
事
を
含
む
女
性
の
平

均
労
働
時
間
は
男
性
よ
り
２
時
間
30
分
上

回
る
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。。

　

そ
う
し
た
中
で
、
こ
の
協
定
は
、
家
族

全
員
が
意
欲
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
農
業

に
取
り
組
め
る
よ
う
農
業
経
営
の
や
り
方

や
報
酬
、
休
日
、
生
活
上
の
諸
事
項
な
ど

に
つ
い
て
取
り
決
め
を
行
い
、
家
族
一
人

ひ
と
り
が
役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、
意

欲
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を

構
築
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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志
布
志
城
跡
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

　

10
月
10
日
、
志
布
志
城
跡
で
、
志
布
志

町
建
設
業
同
志
会
（
川
畑
秋
男
会
長
）
に

よ
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

国
指
定
史
跡
で
あ
る
志
布
志
城
跡
の
保

存
と
活
用
の
た
め
、
繁
茂
す
る
下
草
等
を

伐
採
し
、
散
策
道
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
活
動
は
、
志
布
志
地
区

内
の
建
設
業
26
社
か
ら
52
人
が
集
ま
り
、

ビ
ー
バ
ー
な
ど
を
用
い
て
慣
れ
た
手
つ
き

で
伐
採
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
は
、
朝
８
時
か
ら
始
ま
り
、
午
前

中
で
、き
れ
い
な
散
策
道
に
な
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

Ｆ
Ｍ
志
布
志
が
開
局
し
ま
し
た

　

10
月
13
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
志
布
志
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
放
送
」
に
よ
る
Ｆ
Ｍ
志
布

志
の
本
放
送
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
か
ら
始
ま
っ
た
特
別
番
組

「
ス
タ
ジ
オ
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
生
放

送
で
は
、
同
法
人
の
島
津
陽よ
う
す
け亮
理
事
長
が

開
局
の
あ
い
さ
つ
で
「
市
民
一
人
ひ
と
り

が
主
役
の
ラ
ジ
オ
に
し
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
観
光
協
会
や
商
工
会
関
係
者

が
早
速
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ピ
ア
内
で
店
舗
を
経
営
す
る
指
宿
良

子
さ
ん
は
「
開
局
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
若
い
人
た
ち
が
ス
タ
ジ
オ
を
訪
れ

た
り
し
て
、
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

スタジオの前には多くの人が集まっていました

今回、家族経営協定の調印式を行った皆さん

市職員が中学校で講義

　10 月 6 日、宇都中学校で 1 年生
の生徒を対象に市役所職員が講義を
行いました。
　総合的な学習で、生徒が郷土の農
林水産業に関して、もっと知っても
らおうと行われたものです。
　講義を行った仮屋正文農政課長は

「私の話で、農林水産業を知ってもら
い、1 人でも多く農業に携わってく
れればと思い引き受けました」と話
していました。生徒は地域の詳しい
話に目を輝かせ聞き入っていました。

生徒は講師の話に聞き入りました

設置された案内板等

伐採が行われ日差しの差し込む散策道になりました

FM 志布志は 78.1 メガヘルツでお楽しみいただけます。大隅半島の情報を中心に様々
な情報を発信しています。番組内容など詳しくはホームページ http://www.0033fm.net
でご確認ください。



皆
が
主
役
！
村
づ
く
り
運
動
会

　

10
月
15
日
、『
第
21
回
普
現
堂
地
区
村

づ
く
り
運
動
会
』
が
開
催
さ
れ
、
上
普
現

堂
自
治
会
、
西
普
現
堂
自
治
会
、
普
現
堂

自
治
会
が
集
ま
り
、
晴
天
の
秋
空
の
下
で

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

運
動
会
に
は
普
現
堂
地
区
の
１
０
０
人

を
超
え
る
老
若
男
女
が
集
ま
り
、
紅
白
に

分
か
れ
百
足
競
争
や
金
輪
ま
わ
し
、
玉
入

れ
、
綱
引
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
競
技
で
、
転
ん
だ
り
す
る
人

が
続
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

む
ら
づ
く
り
委
員
長
の
原
田
健
蔵
さ
ん

は
「
こ
の
運
動
会
は
、
地
区
内
の
高
齢
者

な
ど
も
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ
き
毎
年
大

変
盛
り
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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数多くのパラグライダーが飛び交いました

子どもたちはさまざまな競技に一生懸命取り組みました

に
こ
に
こ
は
う
す
運
動
会

　

10
月
15
日
、
有
明
総
合
体
育
館
で
『
志

布
志
療
養
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
は
う
す
』

の
第
６
回
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

に
こ
に
こ
は
う
す
は
早
期
療
育
の
場
と

し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
療
育
支
援
活
動

を
行
い
、
希
望
す
る
人
は
い
つ
で
も
誰
で

も
受
け
止
め
よ
う
と
い
う
願
い
の
も
と
に

設
立
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
24
人
の
園
児
の
ほ
か
約
40
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
に
向
け
て
練
習
を
積
ん
だ
子
ど

も
た
ち
は
、
で
き
る
こ
と
、
で
き
る
可
能

性
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

障
害
物
競
走
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ

せ
た
障
害
物
が
準
備
し
て
あ
り
、
応
援
席

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

宮
田
山
で
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会

　

10
月
８
日
、
松
山
町
泰
野
の
宮
田
山
エ

リ
ヤ
で
宮
崎
県
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
連
盟
の

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
田
山
エ
リ
ヤ
は
都
城
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ

る
た
め
、
今
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

遠
く
は
延
岡
市
や
宮
崎
市
、
鹿
児
島
市

か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
部
が
45
人
、
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
部
が

４
人
の
エ
ン
ト
リ
ー
で
し
た
。

　

競
技
は
着
陸
地
点
に
着
陸
点
の
マ
ー
ク

を
し
て
、
そ
の
マ
ー
ク
に
い
か
に
近
く
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
き
る
か
を
競
う
タ
ー
ゲ
ッ

ト
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
フ
リ
ー
フ
ラ
イ
ト
で

は
32
基
の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
同
時
に
飛

ぶ
な
ど
、参
加
者
も
見
物
に
訪
れ
た
人
も
、

空
の
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

地区内の方が集まり運動会を楽しみました

地
域
一
体
と
な
り
四
浦
で
大
運
動
会

　

10
月
22
日
、
四
浦
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
『
第
57
回
秋
季
大
運
動
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

校
区
自
治
会
と
合
同
で
開
催
さ
れ
る
運

動
会
で
、今
年
は
小
学
生
の
児
童
11
人
が
、

13
年
ぶ
り
に
紅
白
に
分
か
れ
て
競
技
を
行

い
ま
し
た
。

　

昼
か
ら
は
応
援
に
来
た
人
に
、
地
元
で

採
れ
た
椎
茸
や
あ
け
び
、
イ
ノ
シ
シ
の
肉

な
ど
が
当
た
る
大
抽
選
会
『
四
浦
の
宝
は

誰
の
手
に
』
が
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人
の

四
浦
小
学
校
区
に
２
０
０
人
を
超
え
る
大

勢
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
福
岡
県
か
ら
転
入
し
て
き
た
山

口
一
人
さ
ん
は
「
今
ま
で
子
ど
も
達
の
競

技
を
応
援
す
る
だ
け
で
し
た
が
、
家
族
皆

で
参
加
す
る
競
技
が
多
く
て
楽
し
め
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

故
郷
を
愛
す
る
多
く
の
人
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
運
動
会
で
し
た
。
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伊
﨑
田
相
撲
の
２
週
間
ほ
ど
前
に
な
る

と
中
学
生
と
大
人
の
力
士
た
ち
が
稽
古
の

「
自
治
会
周
り
」
を
始
め
ま
す
。
稽
古
の

あ
る
自
治
会
で
は
多
く
の
住
民
が
稽
古
の

観
戦
に
集
ま
り
、
稽
古
後
は
力
士
と
の
交

流
を
深
め
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
力
士
を

盛
り
上
げ
て
当
日
を
迎
え
ま
す
。

　

多
く
の
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
て
土
俵

に
上
が
る
力
士
と
、
そ
れ
を
応
援
す
る
観

客
が
一
体
に
な
り
伊
﨑
田
相
撲
は
毎
回
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

尚
、当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
区
対
抗
戦
の
部
優
勝　

二
区

■
一
般
相
撲
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
優
勝

　
　
　
　

内
忠
介
（
24
歳
）

■
第
98
回
三
役

　

大
関　

末
田
裕
樹

　

関
脇　

中
川
慶
祐

　

小
結　

鍋
山
勝
幸

■
化
粧
ま
わ
し
コ
ン
テ
ス
ト
の
部

　

団
体
優
勝　

２
区

　

最
優
秀
賞　

福
末
志
穂
、
福
末
美
穂
作

第
98
回
伊
﨑
田
相
撲

　

10
月
15
日
、
伊
﨑
田
小
学
校
土
俵
で
第

98
回
伊
﨑
田
相
撲
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
﨑
田
相
撲
は
明
治
41
年
の
戊ぼ

辰し
ん

詔
し
ょ
う

書し
ょ

発
布
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
と
い
わ

れ
、
現
在
は
毎
年
秋
の
収
穫
を
祝
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
小
中
学
生
の
対

戦
や
保
育
園
児
の
ち
び
っ
こ
相
撲
、
伊
﨑

田
小
学
校
区
を
４
つ
の
区
に
分
け
た
区
対

抗
戦
、
一
般
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
赤
ち
ゃ

ん
土
俵
入
り
、
化
粧
ま
わ
し
コ
ン
テ
ス
ト

で
日
が
暮
れ
る
ま
で
相
撲
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

繰り広げられる熱戦に会場は大変盛り上がりました

大勢の参加者で四浦音頭を踊りました

全国障害者スポーツ大会で活躍
　10 月 14 日から 16 日にかけ、第
６回全国障害者スポーツ大会「のじ
ぎく兵庫大会」に志布志市から参加
した持留慎吾さん（22 歳）がフラ
イングディスクで優勝、高吉修平さ
ん（15 歳）が水泳競技で準優勝す
るなどの活躍をみせました。
　10 月 20 日、市役所を訪れ報告を
行いました。水泳等の支援コーチと
して大会に参加した牧之瀬幸男さん
は「この大会は大変感動しました。
これからもできる限り力になりたい
です」と話されました。

ゆうあい国体で活躍しました

親子競技など保護者も大活躍しました

志
布
志
市
を
一
周
し
た
よ

　

10
月
7
日
、
山
重
小
学
校
の
６
年
生
13

人
が
自
転
車
で
、
志
布
志
市
内
48
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
一
周
し
ま
し
た
。

　
「
新
市
誕
生
を
記
念
し
て
市
内
を
散
策

し
た
い
」
と
の
子
ど
も
た
ち
の
願
い
を
叶

え
る
た
め
、
先
生
や
保
護
者
も
一
緒
に
な

り
計
画
を
立
て
、
同
小
の
伝
統
に
な
り
つ

つ
あ
る
自
転
車
一
周
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

自
転
車
が
得
意
で
な
い
子
ど
も
も
全
員

参
加
し
、
小
学
校
を
出
発
後
に
伊
﨑
田
、

松
山
、
尾
野
見
を
通
り
志
布
志
か
ら
有
明

を
通
過
し
て
小
学
校
に
帰
る
と
い
う
行
程

を
１
日
か
け
て
走
破
し
ま
し
た
。

　

13
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
市
内
一
周
を

終
え
た
達
成
感
で
一
回
り
大
き
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

市内一周スタート時の山重小の 6年生の児童と保護者

小さな子どもたちの取り組みもありました



くす玉割り等も行われました（写真右 : 瀨戸口助役）
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鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
で
高
評
価

　

10
月
５
・
６
日
、
曽
於
中
央
家
畜
市
場

で
、
第
55
回
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
が
開

催
さ
れ
、
志
布
志
市
か
ら
は
、
８
頭
の
出

品
が
あ
り
い
ず
れ
も
高
い
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
共
進
会
に
は
87
頭
の
出

場
が
あ
り
、第
３
部
育
種
価
母
系
群
（
母
、

娘
牛
、
孫
娘
牛
の
直
系
３
代
の
１
群
で
出

場
）
に
本
市
か
ら
出
品
さ
れ
た
、
久
徳
純

一
さ
ん
の
牛
が
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
、
農
林
水
産
大
臣
賞
、
肢
蹄
賞
（
孫
娘
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

久
徳
さ
ん
は
現
在
、
生
産
牛
約
60
頭
を

飼
育
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。

グランドチャンピオンを喜ぶ久徳さんご夫妻

生徒の皆さんは労働の大切さと喜びを学びました

仕
事
の
大
切
さ
を
体
験
（
有
明
中
）

　

10
月
５
・
６
日
に
有
明
中
学
校
２
年
生
の

生
徒
が
、
志
布
志
み
な
と
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
町
田
益
範
会
長
）
の
協
力
に
よ
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
保
育
施
設
、
販
売
店
、
製
造

工
場
な
ど
市
内
各
地
の
企
業
等
で
職
場
体
験

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
は
職
業
奉
仕
月
間
で
、
同
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
職
業
奉
仕
委
員
会
が
、
労
働

の
大
変
さ
と
喜
び
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
中

学
校
に
協
力
し
、
生
徒
た
ち
は
様
々
な
職
業

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

有
限
会
社
丸
五
で
倉
庫
整
理
な
ど
を
行
っ

た
苑
田
賢
裕
さ
ん
は
「
重
い
荷
物
を
運
ん

だ
り
す
る
の
は
大
変
で
し
た
。
親
の
苦
労

が
少
し
は
分
か
っ
た
気
が
し
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。
様
々
な
貴
重
な
体
験
が
で
き

た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
大
勢
の
参
加
者

　

10
月
21
・
22
日
、
市
内
の
建
設
業
者
等

の
志
布
志
市
ふ
る
さ
と
協
議
会
に
よ
る
河

川
清
掃
が
、
宮
下
川
、
前
川
、
菱
田
川
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
参
加
者

（
22
日
の
み
）
も
含
め
、
延
べ
５
０
０
人

程
が
河
川
の
清
掃
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

各
河
川
と
も
、
草
木
が
生
い
茂
っ
て
い

ま
し
た
が
、
同
協
議
会
の
手
に
よ
り
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
支
部
合
わ
せ
て
排
出
さ
れ
た
草
木
の

量
は
、
10
ト
ン
ダ
ン
プ
50
台
、
２
ト
ン
ダ

ン
プ
47
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
拾
っ
た

ゴ
ミ
も
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
23
日
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

手
に
よ
り
分
別
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松山支部の開会式の様子

ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
入
浴
者
60
万
人

　

10
月
11
日
、
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
の
入

浴
者
が
60
万
人
に
達
し
、
そ
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

60
万
人
目
の
利
用
者
と
な
っ
た
の
は
串

間
市
で
樹
医
を
営
ん
で
い
る
中
島
勝
則
さ

ん
（
55
歳
）
で
し
た
。

　

中
島
さ
ん
は
週
に
４
回
通
っ
て
い
る
常

連
で
サ
ウ
ナ
と
水
風
呂
を
特
に
利
用
す
る

そ
う
で
す
。「
こ
こ
は
き
れ
い
な
の
で
、

よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。
60
万
人
目
と
聞

い
て
驚
き
ま
し
た
」
と
花
束
を
手
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

市
内
出
身
選
手
が
柔
道
で
活
躍

　

平
成
18
年
度
鹿
児
島
県
高
等
学
校
新
人

大
会
柔
道
競
技
の
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
級

に
お
い
て
、
鹿
児
島
商
業
高
等
学
校
２
年

の
相
川
翔
太
選
手
（
志
布
志
中
卒
）
が
、

優
勝
し
ま
し
た
。

　

相
川
選
手
は
小
学
校
か
ら
志
布
志
柔

道
・
相
撲
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
柔
道
を
始

め
、
花
堂
信
隆
先
生
の
指
導
の
も
と
、
め

き
め
き
と
力
を
つ
け
、
も
っ
と
強
く
な
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
鹿
児
島
市
の
鹿

児
島
商
業
高
等
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

今
後
、益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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皆
で
米
寿
を
祝
い
ま
し
た

　

10
月
20
日
、
松
山
町
泰
野
地
区
公
民
館

で
米
寿
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
松
山
町
の
み
で
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
市
内
か
ら
31
人
の
方
が
集

ま
り
、
共
に
米
寿
を
迎
え
た
こ
と
を
喜
び

ま
し
た
。

　

現
在
の
志
布
志
市
が
あ
る
の
は
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
、
戦
後
の
復
興
や
こ
れ
ま

で
地
域
の
発
展
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
お
か

げ
で
す
。

　

祝
賀
会
で
は
、
み
ど
り
保
育
園
児
の
ダ

ン
ス
や
内
之
野
婦
人
会
の
踊
り
な
ど
も
披

露
さ
れ
出
席
さ
れ
た
方
は
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

米
寿
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

健
康
で
、
益
々
長
寿
を
保
た
れ
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

60 万人目となった中島さん

ウナギの放流が行われました

　10 月 11 日、志布志小学校 5 年 1
組の児童 30 人が、学校近くの前川

（宝満寺前）にウナギの稚魚 200 キ
ログラム（１万尾）を放流しました。
　稚魚は市内養殖業者の志布志臨海
産業（山本末作社長）から提供された
もので、同社はこれまでにも定期的
に市内の河川に放流を行っています。
　生きたうなぎを直接手で触れるの
は初めてという児童がほとんどで、
放流されたうなぎに大きな歓声が上
がっていました。

子どもたちの手により放流されるうなぎ

畑
地
か
ん
が
い
中
岳
ダ
ム
の
通
水
式

　

10
月
27
日
、曽
於
市
の
中
岳
ダ
ム
が
完
成
し
、

そ
の
通
水
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ダ
ム
は
、
曽
於
市
、
志
布
志
市
（
松
山

地
区
、
志
布
志
地
区
）
の
畑
地
帯
を
対
象
と
し

た
か
ん
が
い
用
ダ
ム
で
、
こ
の
地
域
一
体
が
、

全
般
に
火
山
灰
土
に
覆
わ
れ
た
土
壌
地
帯
で
、

農
業
生
産
が
不
安
定
で
あ
り
、
そ
の
改
善
の
た

め
に
昭
和
59
年
か
ら
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。

　

平
成
19
年
３
月
に
全
て
の
工
事
が
完
了
す
れ

ば
、
３
１
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
に
農
業
用

水
が
送
ら
れ
、
受
益
地
の
畑
の
生
産
性
と
安
定

性
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
現
在
40
パ
ー

セ
ン
ト
と
大
変
低
く
、
万
一
、
国
際
情
勢
な
ど

に
よ
り
食
料
の
輸
入
が
滞
る
と
大
変
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
畑
地
か
ん
が
い

は
大
変
重
要
な
も
の
で
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
は

ダ
ム
の
完
成
を
一
様
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

高浜川（前川支流）では河川のごみなども拾いましたボランティアも多数参加しました（菱田川沿） 県新人戦で優勝した相川選手

歌やおどりなどが披露されました（内之野婦人会）
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林
正
人
さ
ん
（
74
歳
・
志
布
志
町
安
楽
）

は
、
二
科
展
に
平
成
11
年
に
初
入
選
し
て

か
ら
現
在
ま
で
、
８
年
連
続
の
入
選
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
林
さ
ん
が
、
絵

画
を
始
め
た
の
は
58
歳
の
時
で
し
た
。
町

の
生
涯
学
習
講
座
で
２
～
３
年
間
、
静
物

や
人
物
を
描
い
て
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

　

若
い
頃
は
事
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

60
歳
が
近
づ
く
に
つ
れ『
何
か
始
め
た
い
』

と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
、
生
涯
学
習
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
ど
れ
に
し
よ

う
か
迷
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
、
絵
画
を
選
ん
だ
理
由
は
「
体
力
も

使
わ
ず
に
簡
単
そ
う
だ
っ
た
か
ら
」
と
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
県
美
展
に
入
選
し
、
南
日
本

美
術
展
に
入
選
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
創

作
意
欲
が
増
し
、
現
在
は
作
品
を
年
間
25

点
ほ
ど
制
作
し
ま
す
。
中
に
は
幅
、
高
さ

と
も
２
メ
ー
ト
ル
を
超
す
も
の
も
あ
り
重

労
働
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
作
品
を
作
っ
て
い
る
と
き
は
朝

３
時
く
ら
い
に
目
が
覚
め
て
絵
筆
を
と
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
都
城
市
立
美
術
館
を
は
じ
め

３
つ
の
美
術
館
の
委
嘱
作
家
と
し
て
多
忙

な
毎
日
で
す
が
、普
段
は
山
に
行
っ
た
り
、

自
宅
の
菜
園
で
野
菜
を
作
る
な
ど
気
晴
ら

し
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

後
継
者
の
育
成
よ
り
、
今
は
自
分
の
作

品
作
り
に
没
頭
し
た
い
と
い
う
林
さ
ん
に

絵
画
に
つ
い
て
伺
う
と「
私
の
作
品
は『
故

郷
』
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
勉
強
中
で
、
毎
日
頑
張
ら
な
い
と
腕

が
落
ち
る
し
、
悩
み
な
が
ら
苦
し
み
な
が

ら
作
品
を
作
り
ま
す
。
作
品
が
完
成
す
る

と
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。
受
賞
で
き

る
と
励
み
に
な
り
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
林
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し

ま
す
。

人生は生きがいを見つけられれば幸せと話す林さん

妻のシマ子さんは夫の趣味に「文
句も言わず黙々と作業をしている
ので楽ですね。賞を取ったりする
と私もなんだか嬉しいですね」と
話します。
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■問い合わせ先（宝くじ助成金）　企画政策課地域政策係　℡ 474-1111（内線 254）

平成１８年度宝くじ助成金により購入しました
　地域住民の健康づくり・体力づくり・仲間づくりの推進を図る
ことを目的とし平成 18 年度宝くじ助成金により玉入れ選手権用
備品とフロッカー、プリンター付体脂肪計を購入しました。
　この玉入れやフロッカーは子どもから高齢者まで楽しめるス
ポーツです。ぜひ、地域交流のひとつとして、楽しんでみてはい
かがでしょうか。
　また、プリンター付体脂肪計は、尾野見地区公民館、泰野地区
公民館、やっちくふれあいセンター、松山支所、城山総合公園体
育館に設置してあります。メタボリック症候群にならないよう
に、日ごろの健康チェックをして、元気に過ごしましょう！
　（■問い合わせ先　松山支所教育課　℡ 487-2111）

　地域おこしに積極的に取り組んでいる和太鼓集
団「志布志千

せ ん げ で こ

軒太鼓」。
　現在、団員数 15 人で活動しています。長年活
動を続ける中で、太鼓の傷みや不足が生じ、それ
を解消するために、平成 18 年度宝くじ助成金に
より太鼓の購入及び修繕を行いました。
　「太鼓のすばらしさを 1 人でも多くの人に伝え
たい」と日々練習に励んでいます。

	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（■問い合わせ先　教育委員会文化振興課　℡ 472-1111）

　

旧
志
布
志
町
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ふ
る
さ

と
づ
く
り
委
員
会
事
業
は
、
合
併
後
、
松

山
・
有
明
地
域
の
各
地
区
に
も
設
立
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
設
立
さ
れ
た
伊
﨑
田
地
区
ふ
る

さ
と
づ
く
り
委
員
会（
丸
﨑
哲
朗
委
員
長
）

で
は
、
地
域
の
将
来
像
で
あ
る
地
域
活
性

化
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
た
め
、
ま
ず
は
ふ

る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
事
業
の
先
進
地
を

勉
強
し
よ
う
と
、
10
月
22
日
、
志
布
志
地

域
の
夏
井
・
陣
岳
地
区
、
森
山
地
区
、
田

之
浦
地
区
の
３
つ
の
委
員
会
を
訪
れ
、
研

修
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
９
月
に
設
立
さ
れ
た
山

重
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
（
立
山

芳
太
郎
委
員
長
）
で
は
、
10
月
27
日
、
鹿

屋
市
柳
谷
集
落
の
豊
重
哲
朗
さ
ん
を
招

き
、
地
域
づ
く
り
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

豊
重
さ
ん
は
「
行
政
に
頼
ら
な
い
住
民

総
参
加
型
の
む
ら
お
こ
し
」
を
実
践
す
る

た
め
、
地
元
の
土
着
菌
を
活
用
し
て
、
畜

産
糞
尿
や
生
ご
み
を
堆
肥
に
変
え
て
販
売

し
た
り
、
そ
の
堆
肥
で
さ
つ
ま
い
も
な
ど

を
栽
培
し
て
、
そ
の
収
益
を
基
に
、
補
助

金
に
頼
ら
な
い
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む

こ
と
の
大
切
さ
と
、
地
域
の
人
々
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
地
域
を
愛
す
る
こ
と
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
を
受
け
た
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員

の
皆
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
て
、
自
分
た
ち
の

地
域
の
未
来
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
取
り
組
み
が
市
内
全
域
に

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

研修する伊﨑田地区の皆さん（森山ビューが丘公園）

自分たちの故郷は自分たちで作る!参加者も真剣です（山重地区）

みんなでつくる共生・協働のまちづくり

和太鼓集団志布志千軒太鼓
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つ
い
て
は
大
き
く
異
な
り
ま
し
た
。
私

が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
家
庭
で
は
、
毎

朝
、
シ
リ
ア
ル
だ
け
で
、
研
修
中
、
そ

れ
以
外
の
朝
食
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
シ
リ
ア
ル
の
種
類
の
多
さ
や
、
ピ

ザ
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
の
大
き
さ
に

も
驚
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た

こ
と
で
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
聞
い
た

り
す
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
良
さ
を

実
際
に
知
る
こ
と
が
出
来
た
し
、
ア
メ

リ
カ
だ
け
で
は
な
く
日
本
の
良
さ
も
分

か
り
ま
し
た
。
文
化
や
言
葉
が
違
う
中

で
生
活
し
て
い
る
と
、
日
本
を
客
観
的

に
見
る
こ
と
が
で
き
、
は
な
れ
て
み
て

改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
一
番
感

じ
た
の
は
、
人
の
温
か
さ
で
し
た
。
こ

の
研
修
が
無
事
に
終
わ
っ
た
の
も
、
色
々

な
方
の
温
か
い
心
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
研
修
の
成
果
が
、
こ

れ
か
ら
先
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
出

せ
る
の
か
、
そ
れ
は
自
分
次
第
で
す
。

決
し
て
こ
の
貴
重
な
３
週
間
で
得
た
も

の
を
無
駄
に
し
た
く
な
い
で
す
。

　

研
修
成
果
が
、
自
分
に
と
っ
て
ど
れ

だ
け
大
き
い
も
の
な
の
か
を
、
こ
の
先
自

分
で
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活

尾
野
見
小
学
校
６
年　

上
村　

し
え
り

　

７
月
30
日
、
私
は
、
こ
の
日
を
ず
っ

と
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。「
ア
メ
リ

カ
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
く
の
は
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ

で
し
た
。
ま
た
、
３
週
間
と
い
う
長
い

間
、
父
と
母
の
も
と
を
は
な
れ
る
の
は

少
し
さ
み
し
か
っ
た
り
、
不
安
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
飛
行
機
に
対
し
て
の
不

安
や
、
こ
れ
か
ら
の
三
週
間
の
こ
と
な

ど
少
し
不
安
な
面
は
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
着
い
た
ら
、
ス
ー

ザ
ン
と
ド
ナ
と
い
う
２
人
の
先
生
が
迎

え
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対

面
で
す
。
ス
ー
ザ
ン
先
生
に
次
々
と
名

前
を
呼
ば
れ
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
迎
え
に
来
ま
し
た
。
私
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
と
て
も
優
し
そ
う
な

人
で
、「
よ
ろ
し
く
ね
。」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
最
初
は
と
ま
ど
っ
て
い
た
け
れ

ど
、い
ろ
い
ろ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
く
れ
て
私

が
話
す
こ
と
も
一
生
懸
命
聞
い
て
く
れ

ま
し
た
し
、「
一
緒
に
遊
ぼ
う
よ
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
て
、
ゲ
ー
ム
ヤ
バ
ス

ケ
ッ
ト
な
ど
を
し
ま
し
た
。
い
つ
も
私

の
こ
と
を
気
づ
か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、
英

語
で
質
問
さ
れ
た
こ
と
に
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
発
音
が
違
う
の
で
な
か
な

か
通
じ
な
い
こ
と
で
す
。
食
事
の
味
が

好
み
に
合
わ
な
い
こ
と
を
表
現
す
る
こ

と
や
、
と
て
も
お
い
し
い
こ
と
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
伝
え
き
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
く
や
し
い
で
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
す
ご
し
て
い
る

と
あ
っ
と
い
う
間
に
二
週
間
が
過
ぎ
ま

し
た
。
あ
と
、
残
り
一
週
間
、
も
う
言
葉

の
壁
も
不
安
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
る
時
間
を
大
切

に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
一
人

一
人
が
心
を
こ
め
て
日
本
料
理
を
作
っ

た
り
、
発
表
し
た
り
し
ま
し
た
。「
最

後
だ
か
ら
笑
顔
で
い
た
い
」
と
思
っ
た

け
れ
ど
、
明
日
か
ら
は
も
う
会
え
な
い

と
思
う
と
、
ど
う
し
て
も
涙
が
止
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

も
、
ス
ー
ザ
ン
や
ド
ナ
も
泣
い
て
い
ま

し
た
。
私
は
、「
良
い
家
族
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
思
い
ま

し
た
。
日
本
を
は
な
れ
、
ア
メ
リ
カ
に

来
て
生
活
し
、
日
本
の
家
族
の
良
さ
、

日
本
の
良
さ
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
て

た
い
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
て

田
之
浦
中
学
校
２
年　

二
宮　

元
気

　

僕
は
、
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、

日
本
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
た
く

さ
ん
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
気
候
に
つ
い
て
で
す
。

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
空
港
に
つ
い
て

す
ぐ
に
感
じ
た
こ
と
は
、
気
温
が
高
い

は
ず
な
の
に
暑
さ
を
あ
ま
り
感
じ
な
い

こ
と
で
す
。
激
し
い
運
動
を
し
な
い
限

り
、
汗
も
ま
っ
た
く
か
き
ま
せ
ん
。
蒸

し
暑
い
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

で
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

ケ
ン
パ
ー
さ
ん
と
い
い
、
４
人
家
族
で

し
た
。
パ
パ
と
マ
マ
、
16
才
の
女
の
子

ケ
ー
ラ
と
、
11
才
の
男
の
子
マ
シ
ュ
ー

で
す
。
初
め
て
会
う
僕
に
も
昔
か
ら

知
っ
て
い
る
よ
う
に
親
し
く
話
し
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。
出
会
う
ま
で
の
不
安

な
気
持
ち
が
な
く
な
り
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
は
、
平
日
は
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
か
ら
学
校
へ
出

か
け
、
ア
メ
リ
カ
の
先
生
と
英
語
な
ど

の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
土
日
は
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
過
ご
し
ま

し
た
。
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

今
回
の
一
番
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
試
合
を
観
に
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
出
か
け
た
こ
と
で
す
。

出
発
前
に
書
い
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

へ
の
手
紙
に
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
試
合

を
観
た
い
と
書
い
た
の
で
、
ケ
ン
パ
ー

さ
ん
が
僕
の
た
め
に
チ
ケ
ッ
ト
を
準
備

し
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
と
ロ
ッ
キ
ー
ズ
の
試

合
で
し
た
。
球
場
で
は
、
イ
ニ
ン
グ
が

代
わ
る
ご
と
に
音
楽
が
流
れ
、
見
て
い

る
人
た
ち
も
立
ち
上
が
り
、
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
プ
ロ
野
球

の
試
合
を
観
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
っ
た
く
雰
囲
気
が
違
い
ま
す
。
国
民

性
の
違
い
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
て
感

じ
た
こ
と
は
、
自
分
の
意
思
や
態
度
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分

か
ら
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
の
大
切

さ
で
す
。
は
じ
め
は
上
手
く
英
語
を
話

せ
ず
困
っ
て
し
ま
い
、
ど
の
よ
う
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
ば
い
い
の

か
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
積
極

的
に
身
振
り
、
手
振
り
で
単
語
を
つ
な

い
で
話
せ
ば
充
分
に
会
話
す
る
こ
と
が
で

き
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
の
考
え
を
き
ち
ん
と
伝

え
る
こ
と
に
よ
り
、
行
き
た
い
場
所
へ

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
た
り
、
食
べ
た

い
も
の
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
こ
の
経
験
を

活
か
し
、
日
本
で
も
積
極
的
に
挑
戦
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

学
ん
だ
こ
と

有
明
小
学
校
５
年　
　

内
山　

美
希

　

ト
レ
ー
シ
ー
に
つ
い
た
私
を
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
出

発
前
の
不
安
な
気
持
ち
は
こ
の
瞬
間
に

吹
き
飛
び
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
夏
、

自
分
を
変
え
る
た
め
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
私

は
、
家
族
や
友
達
が
い
な
け
れ
ば
自
分

ひ
と
り
で
挑
戦
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私

が
、
言
葉
も
通
じ
な
い
、
環
境
も
違
う

中
で
ど
こ
ま
で
自
分
ひ
と
り
で
や
っ
て

い
け
る
か
試
そ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
が
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
４
人
家
族
で
し
た
。そ
し
て
、

今
回
一
緒
に
ス
テ
イ
す
る
こ
と
に
な
っ

た
熊
本
の
中
学
生
の
梨
沙
、15
歳
で
す
。

は
じ
め
の
う
ち
は
、
梨
沙
に
頼
っ
て
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
直
接
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
日
一

つ
は
、何
か
日
本
の
こ
と
を
紹
介
す
る
、

一
日
一
つ
は
手
伝
い
を
す
る
と
い
う
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
ま
ず
自
分
自
身

の
こ
と
か
ら
話
し
て
い
き
ま
し
た
。
す

る
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
私
の

こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
、
だ
ん
だ
ん
話

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
は
辞
書
を
使
っ
た

り
、
絵
を
描
い
た
り
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
道
で
会
っ
た
人
に
も

「H
ello

」
だ
け
で
な
く
、
少
し
話
を

し
て
か
ら
「H

ave　

a　

nice　

day

」

と
笑
顔
で
声
か
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
今
ま
で
、登
下
校
の
時
な
ど
、知
っ

て
い
る
人
に
は
あ
い
さ
つ
は
し
て
い
た

け
ど
、
会
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
少
し
の
会
話
で
も
、
相
手

と
親
し
さ
が
増
す
と
思
い
ま
し
た
。
他

に
も
学
ん
だ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
３
週
間
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
か
ら
大
切
な
３
つ
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
そ
れ
は
「
や
さ
し
さ
」「
感

謝
の
気
持
ち
を
表
す
」「
い
つ
も
笑
顔

で
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も
こ

れ
か
ら
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
だ

れ
に
で
も
声
を
か
け
ら
れ
る
人
に
な
り

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
他
人
の
し
た
こ

と
を
ほ
め
る
と
い
う
こ
と
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
も
の

四
浦
小
学
校
６
年　

赤
岩　

麻
友
子

　

私
は
成
田
空
港
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
空
港
へ
の
便
に
乗
っ
た
。
今
か
ら

異
国
へ
飛
び
た
つ
。
だ
が
、
不
安
は
な

か
っ
た
。
親
と
の
別
れ
も
そ
ん
な
に
悲

し
く
は
な
か
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
空
港
で
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
は

な
く
て
、
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

先
生
と
対
面
し
た
。今
だ
か
ら
言
う
が
、

私
が
日
本
に
い
る
時
に
先
生
の
名
前
と

住
所
が
知
ら
さ
れ
て
あ
り
、
写
真
は
な

く
、
名
前
で
想
像
す
る
だ
け
だ
っ
た
。

　

私
は
、「
先
生
は
細
身
で
髪
は
サ
ラ

サ
ラ
の
金
髪
で
、
と
て
も
美
人
で
優
し

い
人
が
い
い
な
」
と
思
っ
て
い
た
。
だ

が
、
初
め
て
先
生
を
見
た
と
き
私
の
理

想
は
あ
と
か
た
も
な
く
消
え
去
っ
た
。

私
の
理
想
と
正
反
対
（
と
ま
で
は
い

か
な
い
が
）
だ
っ
た
。
だ
が
、
と
て
も

お
も
し
ろ
く
て
優
し
く
、
バ
ス
の
中
で

ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
を
下
さ
っ
た
。
私

は
、
人
を
名
前
な
ど
で
判
断
す
る
の
は

良
く
な
い
な
と
思
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
も

会
い
、
日
々
を
過
ご
し
、
色
々
な
こ
と

に
気
付
い
た
。
ま
ず
物
の
大
き
さ
だ
。

ア
メ
リ
カ
は
何
も
か
も
が
ビ
ッ
グ
サ
イ

ズ
な
の
だ
。
例
え
ば
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

の
Ｓ
サ
イ
ズ
を
頼
む
と
、
カ
ッ
プ
は
日

本
と
同
じ
ぐ
ら
い
だ
が
、
そ
の
２
倍
は

ク
リ
ー
ム
を
盛
る
。
そ
れ
を
頼
む
ア
メ

リ
カ
人
は
す
ご
い
と
思
っ
た
。
一
番

思
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
人
種
が
違
っ

て
も
日
本
と
生
活
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
こ
と
だ
。

　

日
本
人
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
積
極
性
を

学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
私
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
積
極
的
に
行
動

し
、
広
い
心
を
持
っ
て
色
々
な
こ
と
に
取

り
組
も
う
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ま
た
会
え
る
よ
う
に
、

手
紙
を
た
く
さ
ん
書
い
て
、
み
ん
な
で
行

け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
体
験

を
私
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

私
が
得
た
も
の

尾
野
見
小
学
校
６
年　

新
村　

奈
那

　

私
は
、
国
際
交
流
事
業
を
通
し
て
、

自
分
に
と
っ
て
何
か
大
き
な
も
の
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
と
大

切
さ
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
行
く
に
あ
た

り
、
英
語
を
上
手
に
使
い
こ
な
す
こ
と

が
ひ
と
つ
の
目
標
で
し
た
。
し
か
し
、

現
地
で
勉
強
不
足
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

な
ど
を
使
い
、
何
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
努
力
は
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
相
手
も
分
か
ろ
う
と
し
て

く
れ
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
自
立
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
も
参
加
す
る
上
で
の

目
標
で
し
た
。
親
と
は
な
れ
、
自
分
で

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
は
確
か
に

増
え
ま
し
た
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
、

親
に
任
せ
て
い
た
自
分
に
気
付
き
ま
し

た
。
自
分
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
は
自
分
で
や
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
先
、
常
に
自
分
の
頭
に
お
い
て

お
き
た
い
で
す
。
三
つ
目
は
、
文
化
の

違
い
で
す
。
そ
れ
は
、
現
地
に
つ
い
て

す
ぐ
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
学
校
内
も
家
も
、
く
つ
を
は
い
て

行
動
で
き
る
こ
と
で
し
た
。
他
に
も
、

日
本
と
の
違
い
を
た
く
さ
ん
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
「
食
」
に

教育委員会情報ネット

2006.11 ■市報しぶし　14

海
の
玄
関
し
ぶ
し
か
ら
世
界
へ

７
月
30
日
か
ら
８
月
19
日
ま
で
の
３
週
間
、
６
人
の
中
学
生
と
４
人
の
小
学
生
が
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ト
レ
ー
シ
ー
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
・
語
学
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
研
修
記
を
紹
介
し
ま
す
。

内山さん（写真左）とホストファミリー

赤岩さんとホストマザーとその家族など

新村さんとアメリカの友人

上村さんとホストファミリー

二宮さんと消防士の記念写真
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ず
、
笑
顔
で
親
切
に
診
て
く
れ
た
先
生

を
見
て
、
暗
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た

私
の
心
は
次
第
に
和
ら
い
で
い
き
ま
し

た
。
私
は
、
色
々
な
人
々
に
支
え
て
も

ら
っ
た
お
か
げ
で
、
こ
の
研
修
を
実
り

あ
る
三
週
間
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
文
化
だ
け
で
な
く
、

現
地
の
多
く
の
人
々
の
優
し
さ
、
温
か

さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
ト
レ
ー
シ
ー
で
の
病
院
で
の
貴
重

な
体
験
が
，
私
を
強
く
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
感
じ
た
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
い
つ
の
日
か
、
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
の
家
族
の
元
に
帰
っ
て
、
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
く

じ
け
そ
う
な
人
、
自
分
の
気
持
ち
に
負

け
そ
う
な
人
、
そ
う
い
う
人
々
に
笑
顔

で
温
か
く
支
え
て
あ
げ
ら
れ
る
人
、
ま

た
、
人
の
気
持
ち
を
理
解
で
き
る
人
に

な
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
気
持
ち
の
良

い
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
て
自
分
自
身

を
き
た
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
修
を
終
え
て

志
布
志
中
学
校
３
年　

柿
元　

真
由

　

長
い
よ
う
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
た
三
週
間
は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
大
切
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
看
板
も
英
語
、
周
り
か
ら
聞
こ
え

る
の
も
英
語
・
・
・
別
世
界
に
迷
い
込

ん
だ
よ
う
な
気
分
で
ス
タ
ー
ト
し
た

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
驚
い
た
の
は
大
量
生

産
、
大
量
消
費
の
国
だ
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
今
、
日
本
で
は
環
境
問
題
に
取

り
組
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
せ
っ
せ
と
推

進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

は
、
ト
イ
レ
に
は
必
ず
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ

キ
ン
が
あ
り
、
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
で

手
を
拭
く
人
も
い
な
け
れ
ば
、
温
風
で

手
を
乾
か
す
機
械
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ

ミ
箱
で
は
分
別
な
ん
て
せ
ず
、
ビ
ニ
ー

ル
も
紙
も
何
も
か
も
一
緒
。
そ
の
上
、

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
残
っ
た

食
事
を
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
ゴ
ミ
箱

へ
。
電
気
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
も
水
の
出

し
っ
ぱ
な
し
も
多
く
、
日
本
人
の
感
覚

で
い
う
「
も
っ
た
い
な
い
」
が
あ
り
ま

せ
ん
。
芝
に
水
を
あ
げ
る
の
も
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
任
せ
、
マ
ザ
ー
が
日
本
の
よ

う
に
時
間
を
か
け
て
食
事
を
作
る
こ
と

な
ん
て
一
回
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
人
の
思
う
「
日
本
人
は
働
き

者
、
真
面
目
」
と
い
う
考
え
方
は
、
私

た
ち
日
本
人
か
ら
は
「
ア
メ
リ
カ
人
は

無
駄
づ
か
い
が
多
く
、
勤
勉
さ
に
欠
け

る
。」
と
見
え
る
と
思
い
ま
す
。
日
本

の
お
母
さ
ん
達
は
偉
い
！
と
私
は
感
動

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
人
に
足
り

な
い
も
の
も
私
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
が
来
て
初
め
て
の
日
曜

日
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
犬
を
も
ら

い
に
行
く
と
言
い
ま
し
た
。
私
が
一
緒

に
つ
い
て
い
く
と
、
向
か
っ
た
の
は

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
も
ブ
リ
ー
ダ
ー
で

も
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
と
こ

ろ
で
し
た
。
そ
し
て
引
き
取
っ
た
の
は

三
本
足
の
犬
。
事
故
で
右
前
足
を
失
っ

た
オ
ス
の
成
犬
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
新
た
な
家
族
と
し
て
迎
え
た
の
で
し

た
。
ま
た
、
近
所
に
と
て
も
仲
の
良
い

家
族
が
い
ま
し
た
。
私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
ア
メ
リ
カ

人
、そ
の
家
族
は
メ
キ
シ
カ
ン
で
し
た
。

し
か
し
、
人
種
の
違
い
な
ん
て
気
に
し

な
い
二
つ
の
家
族
は
と
て
も
温
か
い
も

の
で
し
た
。障
害
に
対
し
て
の
考
え
方
、

差
別
、
思
い
や
り
、
今
の
日
本
に
も
見

習
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら

が
良
い
と
か
悪
い
と
か
、
そ
ん
な
こ
と

で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
日
本
と
ア
メ
リ

カ
の
「
文
化
」
で
あ
り
、「
歴
史
」
で

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
私
が
こ
の

研
修
で
学
ん
だ
も
っ
と
も
大
き
な
も
の

で
す
。
私
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力

と
支
え
を
受
け
て
研
修
を
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持

ち
と
共
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
へ
返

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

の
夢
の
た
め
に
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
、
そ
の
夢
を
叶
え
る
こ

と
で
恩
返
し
を
し
ま
す
。
中
学
３
年
の

夏
、
素
晴
ら
し
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
言
葉
に
表
せ
な
い
ほ
ど
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

一
生
の
宝
物

宇
都
中
学
校
３
年　
　

坂
元　

将
太

　

僕
は
今
年
の
夏
、
一
生
の
宝
物
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
ト

レ
ー
シ
ー
研
修
に
参
加
で
き
た
こ
と
で

す
。
映
画
で
見
る
よ
う
な
街
並
、
プ
ー

ル
の
あ
る
庭
や
、
物
価
の
安
さ
、
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
や
全
て
の
食
べ
物
が
大
き
い

こ
と
、
初
め
て
の
教
会
、
驚
き
の
連
続

で
し
た
。
気
温
は
40
度
を
超
え
て
い
ま

し
た
が
、
全
く
汗
を
か
か
ず
、
と
て
も

過
ご
し
易
か
っ
た
で
す
。は
じ
め
は「
言

葉
、
文
化
、
食
事
」
の
違
い
に
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ

と
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
周
り
の
人

が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
マ
ザ
ー
、
フ
ァ
ー

ザ
ー
、
シ
ス
タ
ー
は
12
歳
、
11
歳
、
９

歳
で
、
ブ
ラ
ザ
ー
は
５
歳
、
２
歳
の
７

人
家
族
で
し
た
。
み
ん
な
と
て
も
優
し

く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
十
日
目
位
に

僕
は
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
、
３
日
間

食
事
も
思
う
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
マ
ザ
ー
は
、
日
本
茶
と
味
噌
汁

を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
マ
ザ
ー

の
気
づ
か
い
に
涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
と
て
も
印
象
に

残
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
マ
ザ
ー

が
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
が
、と
て
も
気
に
入
っ
た
の
で
、

日
本
に
帰
っ
て
か
ら
着
よ
う
と
思
い
、

ア
メ
リ
カ
で
は
着
ま
せ
ん
で
し
た
。
す

る
と
マ
ザ
ー
は
、
僕
が
そ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
気
に
入
ら
な
か
っ
た
と
思
っ
た
の
か

「
着
な
い
の
だ
っ
た
ら
返
し
て
。」
と
言

い
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、
僕

は
言
葉
に
困
り
、
結
局
返
し
ま
し
た
。

で
も
、
日
本
に
帰
る
朝
に
マ
ザ
ー
が
来

て
僕
に
そ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
返
し
て
く
れ

ま
し
た
。
大
切
に
し
よ
う
と
思
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
を
、
嫌
い
と
思
わ
れ
た

こ
と
で
、
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
の
感

覚
の
違
い
を
実
感
し
ま
し
た
。
僕
な
り

に
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
学
び
、
日
本

の
文
化
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
言
葉
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
よ
り

も
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば

伝
わ
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
僕
は
今
年
、
受
験
生
で
す
。
今
の

自
分
を
見
つ
め
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
を

考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
こ
の
よ
う
な
体
験
が
で
き
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

将
来
、
志
布
志
市
の
一
市
民
と
し
て
、

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に
な
り
た

い
で
す
。
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ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て

松
山
中
学
校
２
年　

丸
野　

志
都
恵

　

ア
メ
リ
カ
に
行
く
時
、
私
は
、
ち
ゃ

ん
と
会
話
が
で
き
る
か
と
か
、
ア
メ
リ

カ
の
生
活
や
人
間
関
係
や
生
活
習
慣
に

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、
不
安

が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
み
な
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
志
布
志
市

の
代
表
と
し
て
行
く
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
れ
な
り
の
成
果
を
も
っ
て
帰
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
空
港
の

ト
イ
レ
で
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
日
本
の
ト
イ
レ
は
、
中
が
見
え
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ト
イ
レ

の
ド
ア
の
下
の
部
分
が
無
い
の
で
、
ア

メ
リ
カ
の
人
は
オ
ー
プ
ン
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家

に
着
く
と
、
マ
ザ
ー
が
私
の
部
屋
を
案

内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い

で
落
ち
着
い
て
い
て
、
す
ご
く
居
心
地

が
良
か
っ
た
で
す
。
食
事
は
、
思
っ
た

よ
り
ヘ
ル
シ
ー
な
も
の
で
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
た

ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
食
べ
切
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
初
日
で
慣
れ
て
い
な
か
っ

た
せ
い
も
あ
っ
て
と
は
な
か
な
か
言
い

き
れ
ず
、
遠
慮
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
が
、日
が
経
つ
に
つ
れ
無
く
な
り
、

帰
る
頃
に
は
食
べ
た
い
も
の
を
好
き
な

だ
け
食
べ
る
ほ
ど
に
成
長
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
は
っ
き
り
言
う
の
が

当
た
り
前
な
の
で
す
。
待
ち
に
待
っ
た

買
い
物
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
お
金
の
こ
と
が
良

く
分
か
ら
な
く
て
買
う
の
を
や
め
て
し

ま
い
、
来
る
前
に
も
っ
と
勉
強
し
て
お

く
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー
は
大
き
く

何
も
か
も
品
ぞ
ろ
え
が
多
く
て
感
心
し

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
限

り
、
絶
対
に
起
こ
る
の
が
言
語
の
ト
ラ

ブ
ル
で
す
。
そ
ん
な
時
、
私
は
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
使
い
ま
し
た
。
ボ
デ
ィ
ー
ラ

ン
ゲ
ー
ジ
だ
け
で
や
り
取
り
を
し
て
い

た
の
で
、
積
極
的
な
こ
と
は
大
事
な
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

言
葉
が
不
十
分
で
も
、
必
死
に
理
解

し
よ
う
と
し
て
く
れ
た
り
、
い
つ
も
本

当
の
家
族
の
よ
う
に
優
し
く
し
て
く
れ

た
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、

自
分
の
英
語
を
試
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
自
分
の
勉
強
不
足
に
悲
し

く
な
り
ま
し
た
。
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ

で
通
じ
る
と
は
い
っ
て
も
、
や
は
り
話

せ
た
ほ
う
が
も
っ
と
楽
し
い
の
に
と
感

じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
今
度
ア
メ

リ
カ
に
行
く
と
き
は
、
も
っ
と
英
語
を

勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
充

実
し
た
三
週
間
で
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
て

松
山
中
学
校
３
年　

津
曲　
　

綾

　

ア
メ
リ
カ
に
到
着
し
た
日
、
私
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
仕
事
で
迎
え
に
来

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
現
地
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ド
ナ
先
生
の
家
に
、

そ
の
日
だ
け
泊
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
が
、
日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
土

産
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
写
真
や
ビ

デ
オ
を
見
せ
て
あ
げ
る
と
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。学
校
の
授
業
は
主
に
、

先
生
方
を
中
心
と
す
る
発
音
の
練
習
や

会
話
文
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
、
昼
食

は
み
ん
な
で
近
く
の
公
園
で
食
べ
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
に
来
て
初
め
て
の
昼
食

で
し
た
が
、
ご
飯
と
い
う
よ
り
お
菓
子

み
た
い
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の

日
は
、
み
ん
な
と
一
日
遅
れ
で
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
す
る
日
で
し
た
。

私
は
、「
ど
ん
な
家
族
で
、
ど
ん
な
家

な
ん
だ
ろ
う
。」
と
ば
か
り
考
え
て
い

ま
し
た
。
私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

３
人
家
族
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
も

ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
も
と
て
も
優
し
そ
う
で

し
た
。
フ
ァ
ー
ザ
ー
は
野
球
を
し
て
い

て
，
休
日
に
は
試
合
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
マ
ザ
ー
は
、
と
て
も
料

理
が
上
手
で
、
毎
日
と
て
も
お
い
し
い

ご
飯
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。
シ
ス

タ
ー
と
は
あ
ま
り
話
を
す
る
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
が
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
色
々
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー

ト
の
大
き
さ
と
深
さ
、
ビ
ザ
の
大
き
さ

に
も
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
ト

ヨ
タ
や
ニ
ッ
サ
ン
の
車
が
多
い
こ
と
に

驚
き
、
そ
れ
ほ
ど
、
日
本
の
車
は
有
名

な
ん
だ
な
あ
と
言
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
他
に
も
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
新

し
い
発
見
や
驚
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
新
し
い
発
見
を
通
し
て
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
異
な
る
生
活
習
慣
な

ど
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
も
で
き
た

し
、
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
体
験
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。
私
の
こ
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
目
的
は
、
英
語
力
の
向
上
、
自

立
心
を
養
う
こ
と
と
異
文
化
や
習
慣
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
し
た
が
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
質
問
を
さ
れ
た
と
き

に
、何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
、

自
分
の
英
語
力
の
無
さ
に
が
っ
か
り
す

る
こ
と
も
あ
り
、
自
信
を
な
く
す
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
一
週
間
を
過
ぎ
る
と
耳
も
ど

ん
ど
ん
慣
れ
て
き
て
、
自
分
か
ら
色
々

な
人
に
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
積
極
性
を
も
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
、
将
来
、
国
際
関
係
の
仕

事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
と
て
も
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
学
ん
だ
英

語
を
話
す
こ
と
の
自
信
は
、
今
後
の
将

来
の
夢
を
も
っ
と
幅
広
く
し
、
夢
を
つ

な
げ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
の

国
際
社
会
の
和
を
今
ま
で
以
上
に
広
げ

ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ト
レ
ー
シ
ー
研
修
を
終
え
て

　

宇
都
中
学
校
３
年　

橋
口　

真
由
子

　

私
は
、
こ
の
ト
レ
ー
シ
ー
研
修
に

参
加
し
、
様
々
な
こ
と
を
学
び
、
体

験
し
ま
し
た
。
先
ず
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
日
本
か
ら
お
土
産
の
浴
衣
を
ホ
ス

ト
シ
ス
タ
ー
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た

時
に
、
も
の
す
ご
く
驚
い
て
体
で
表
現

し
て
喜
こ
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
す
。
母

に
浴
衣
の
着
付
け
を
教
わ
っ
て
い
た
の

で
、
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
二
人
に

浴
衣
を
着
せ
る
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
生

活
し
た
中
で
驚
い
た
こ
と
は
、
一
日
の

食
事
の
中
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
等
の
外
食
が
、
日
本
の
家

庭
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
の
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
は
、
現
地

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
１
人
で
、
外
で

働
い
て
私
た
ち
の
面
倒
を
み
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
他
に
も
日
本
と
ア
メ
リ
カ

の
文
化
、
環
境
、
生
活
習
慣
の
違
い
は

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
両
国
の
良
い
と
思
う
と
こ
ろ

は
互
い
に
取
り
入
れ
て
い
き
、
悪
い
と

思
う
と
こ
ろ
は
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い

け
る
、
今
以
上
に
親
密
な
関
係
へ
と
発

展
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。
こ
の
ト
レ
ー
シ
ー
研
修
で
、
一

番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
現
地
の
人
々
の
温
か
さ

で
す
。
元
々
、
乗
り
物
に
弱
い
私
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
空
港
に
着
い
た
時

点
で
す
で
に
具
合
を
悪
く
し
て
い
ま
し

た
。
一
向
に
よ
く
な
ら
な
い
私
を
、
ホ

ス
ト
マ
ザ
ー
が
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
夜
遅
い
の
に
も
関
わ
ら

アメリカの友人と丸野さん

ウェルカムパーティー（津曲さん写真左）

橋口さんと友人

柿元さんとホストファミリー

坂元さんとホストファミリー
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地
域
と
と
も
に

　

有
明
・
通
山
小
学
校
か
ら
の
生
徒
が
ほ

と
ん
ど
で
、
学
校
周
辺
は
先
人
の
築
い
た

水
路
が
縦
横
に
走
り
、
稲
作
や
お
茶
、
い

ち
ご
な
ど
の
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

　

同
校
は
創
立
60
年
を
迎
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
開

か
れ
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
推
進
を
し

て
い
ま
す
。

積
極
的
な
生
徒
指
導

　

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を
目
指
し
、

全
職
員
で
共
通
理
解
し
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

■
一
事
徹
底
事
項

　
「
美
」・
・
・
場
を
清
め
る

　
　
（
身
な
り
・
教
育
環
境
へ
の
配
慮
）

　
「
礼
」・
・
・
礼
を
正
す

　
　
（
場
に
応
じ
た
あ
い
さ
つ
等
の
実
践
）

　
「
時
」・
・
・
時
を
守
る

　
　
（
全
体
集
合
や
チ
ャ
イ
ム
着
席
の
徹
底
）

基
礎
学
力
の
定
着

　
「
基
礎
・
基
本
」
定
着
度
調
査
や
標
準

学
力
検
査
の
結
果
な
ど
か
ら
、
次
の
よ
う

な
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

・
学
習
の
て
び
き
を
利
用
し
た
学
習
習

　
　

慣
の
確
立

　

・
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
を
活
用
し
、
学
び

　
　

合
い
の
場
の
設
定
と
繰
り
返
し
指
導

　
　

の
徹
底

　

・
英
語
科
や
数
学
科
に
お
け
る
Ｔ
Ｔ
や

　
　

少
人
数
指
導
の
実
施

　

・
教
科
の
枠
を
超
え
た
全
職
員
に
よ
る

　
　

基
礎
学
力
定
着
と
の
関
連
を
重
視
し

　
　

た
取
組

　　　　（写真：志布志小学校 6 年生の皆さん）

みんなの学び舎
　　　　（写真：有明中学校 3 年生の皆さん）

花
い
っ
ぱ
い
の
学
校

　土づくりから種子の収穫まで、教児一体
となった花いっぱいの学校づくりに努めて
います。（写真：自分たちで育てた花いっ
ぱいの入学式）

基
礎
学
力
の
向
上

　地区の研究指定を受けて国語科の研究に
取り組んでいます。（写真：「ことばゲッツ
タイム」の様子）

友
達
い
っ
ぱ
い
の
学
校

　

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
縦
割
り

の
グ
ル
ー
プ
に
編
成
し
、
異
年
齢
集
団
に
よ
る

多
様
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

縦割りチャレラン活動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

青
少
年
赤
十
字
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
主
・
自
立
の

精
神
を
高
め
る
と
と
も
に
、
奉
仕
の
心
を
育
ん

で
い
ま
す
。

縦割り清掃活動

異年齢集団による炊さん体験活動

授業改善に向けての研究授業

文化祭などには多くの保護者が訪れます

花と緑と笑顔の学校
～花いっぱい友達いっぱいの学校～

■校　長　上赤富士夫
■児童数　　　425 人
■学級数　　　17 学級
■Ｐ戸数　　　315 戸

明るく　たくましく　うるわしく

志布志小学校

豊かな心を持ち自ら進んで実
践する生徒を育成する

■校　長　四本廣幸
■児童数　　　147 人
■学級数　　　　7 学級
■Ｐ戸数　　　133 戸

有明中学校豊かな心を持ち自ら進んで実
践する生徒を育成する

■校　長　四 本 廣 幸
■生徒数　　　147 人
■学級数　　　　7 学級
■Ｐ戸数　　　133 戸

有明中学校



■５年生男子 100m 走
順位 選　手 学校名 記　録
1 永 吉 尊 弥 有　明 15″0
2 新 川 拓 弥 志布志 15″1
3 吉 原 竜 也 香　月 15″2

■５年生女子 100m 走
順位 選　手 学校名 記　録
1 田 中 志 歩 有　明 15″5
2 倉見谷みずき 志布志 16″2
3 田 崎 望 愛 松　山 16″3

■ 6 年生男子 100m 走
順位 選　手 学校名 記　録
1 折 田 直 哉 伊﨑田 13″9
2 丸 倉 尚 也 野　神 14″3
3 池 平 拓 麿 志布志 14″4

■ 6 年生女子 100m 走
順位 選　手 学校名 記　録
1 萩迫佳寿美 伊﨑田 15″5
2 長 岡 春 奈 潤ケ野 15″6
3 吉 岡 春 和 有　明 15″9

■ 6 年生男子 60m ハードル
順位 選　手 学校名 記　録
1 丸 倉 尚 也 野　神 10″3
2 前 田 浪 士 志布志 10″3
3 立 山 翔 大 山　重 10″5
3 新 村 健 斗 尾野見 10″5

■ 6 年生女子 60m ハードル
順位 選　手 学校名 記　録
1 吉 國 杏 蘭 山　重 11″5
2 小宇都愛美 有　明 11″7
3 吉 岡 春 和 有　明 11″9
3 小 宮 望 里 野　神 11″9

■５年生男子 800m 走
順位 選　手 学校名 記　録
1 佐 々 木 丈 香　月 2′45″15
2 野 村 峻 哉 有　明 2′45″43
3 窪 田 大 貴 香　月 2′48″69

■５年生女子 800m 走
順位 選　手 学校名 記　録
1 吉 村 優 希 志布志 3′02″66
2 後水流咲彩 蓬　原 3′04″09
3 立藤菜穂美 野　神 3′06″93

■ 6 年生男子 800m 走
順位 選　手 学校名 記　録
1 折 田 直 哉 伊﨑田 2′39″03
2 平 田 竜 生 安　楽 2′41″21
3 岩 根 拓 也 蓬　原 2′45″85

■ 6 年生女子 800m 走
順位 選　手 学校名 記　録
1 橋 口 真 奈 安　楽 2′48″60
2 吉 國 杏 蘭 山　重 2′53″95
3 萩迫佳寿美 伊﨑田 2′57″28

■５年生男子ソフトボール投げ
順位 選　手 学校名 記　録
1 永 吉 尊 弥 有　明 54m70㎝
2 中 島 大 成 松　山 53m89㎝
3 下 村 俊 樹 原　田 45m30㎝

■５年生女子ソフトボール投げ
順位 選　手 学校名 記　録
1 上川友衣奈 潤ケ野 42m30㎝
2 濱田麻梨愛 通　山 36m44㎝
3 渡 か れ ん 香　月 32m38㎝

■ 6 年生男子ソフトボール投げ
順位 選　手 学校名 記　録
1 今 西 拳 大 香　月 61m90㎝
2 前 田 浪 士 志布志 61m17㎝
3 大 王 海 人 志布志 57m80㎝

■ 6 年生女子ソフトボール投げ
順位 選　手 学校名 記　録
1 堀 脇 愛 季 安　楽 43m45㎝
2 城 ゆ り あ 香　月 40m74㎝
3 長 岡 春 奈 潤ケ野 37m59㎝

■ 5 年生男子走り高跳び
順位 選　手 学校名 記　録
1 吉 原 竜 也 香　月 1m15㎝
2 大 廻 昭 太 有　明 1m10㎝
3 有 田 伊 織 志布志 1m10㎝

■ 5 年生女子走り高跳び
順位 選　手 学校名 記　録
1 倉 橋 理 紗 香　月 1m05㎝
2 田 﨑 望 愛 松　山 1m05㎝
3 武 田 美 咲 香　月 1m05㎝

■ 6 年生男子走り高跳び
順位 選　手 学校名 記　録
1 立 山 翔 大 山　重 1m31㎝
2 木藤 隆之介 松　山 1m31㎝
3 福 田 一 生 志布志 1m20㎝
3 救 仁 郷 昇 志布志 1m20㎝

■ 6 年生女子走り高跳び
順位 選　手 学校名 記　録
1 松 尾 奏 瑛 松　山 1m20㎝
2 小宇都愛美 有　明 1m15㎝
3 井 黒 梨 菜 伊﨑田 1m15㎝

■ 5 年生男子走り幅跳び
順位 選　手 学校名 記　録
1 新 川 拓 弥 志布志 3m76㎝
2 外 牧　 匠 安　楽 3m52㎝
3 町 田 英 雄 香　月 3m40㎝

■ 5 年生女子走り幅跳び
順位 選　手 学校名 記　録
1 横 峯 稜 央 野　神 3m18㎝
2 前田ももこ 松　山 3m18㎝
3 田 中 志 歩 有　明 3m13㎝

■ 6 年生男子走り幅跳び
順位 選　手 学校名 記　録
1 今 西 拳 大 香　月 4m49㎝
2 池 平 拓 麿 志布志 4m25㎝
3 別 府 優 樹 山　重 3m93㎝

■ 6 年生女子走り幅跳び
順位 選　手 学校名 記　録
1 橋 口 真 奈 安　楽 3m70㎝
2 吉 井 奈 々 志布志 3m25㎝
3 大迫穂乃香 泰　野 3m25㎝

■５年生男子 400m リレー
順位 選　手 記録・学校

1 町田 英雄・佐々木 丈
吉原 竜也・井手 攻大

1′02″54
（香月）

2 井手山 稜・重山 多聞
永吉 尊弥・馬原 舜平

1′03″34
（有明）

3 立本 和己・原 賢利
樽野 僚太・郡山翔太郎

1′04″62
（野神）

■５年生女子 400m リレー
順位 選　手 記録・学校

1 立藤菜穂美・平松あかね
津平 梨緒・横峯 稜央

1′06″12
（野神）

2 吉村 優希・城戸亜希歩
竹内 里佳・倉見谷みずき

1′06″44
（志布志）

3 池田 晶子・下仮屋 裕
田中 志歩・本田 裕衣

1′06″86
（有明）

■ 6 年生男子 400m リレー
順位 選　手 記録・学校

1 松﨑 航平・池平 拓麿
救仁郷 昇・福田 一生

56″99
（志布志）

2 今西 拳大・近藤 竜
岡本 竜馬・前田 康平

59″33
（香月）

3 丸倉 尚也・立平 誉幸
徳重 宗護・安留 龍生

1′00″07
（野神）

■ 6 年生女子 400m リレー
順位 選　手 記録・学校

1 本田 望裕・吉岡 春和
田中 由望・小宇都愛美

1′01″87
（有明）

2 斉野 めい・竹井沙耶加
野辺 彩香・橋口 真奈

1′02″65
（安楽）

3 萩迫佳寿美・吉元 茉美
中之内瑞幸・井黒 梨菜

1′02″98
（伊﨑田）

■混成 400m リレー
順位 選　手 記録・学校

1 田中 将兵・長岡 春奈
横峯 福枝・上川友衣奈

1′03″34
（潤ケ野）

2 牧枝 加奈・福元 成佳
中本 玲奈・髙松 光太

1′06″53
（原田）

3 池村 瑞貴・小久保誠也
宮谷 涼平・千崎 愛美

1′06″94
（田之浦）
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生
涯
学
習
と
ま
ち
づ
く
り
を
楽
し
む

セ
ミ
ナ
ー
の
一
環
と
し
て
、
志
布
志

Ｉい

き

い

き

Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
夢
発
見
塾
～
平
成
子
ど

も
ふ
る
さ
と
検
地
～
が
、
10
月
14
日
、

文
化
会
館
及
び
市
街
地
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

志
布
志
大
好
き
、
私
の
ふ
る
さ
と
志

布
志
の
宝
を
探
そ
う
と
集
ま
っ
た
子
ど

も
と
保
護
者
及
び
創
年
市
民
大
学
生

１
２
０
人
は
、
地
元
の
地
名
を
班
の
名

前
に
付
け
、
10
班
に
分
か
れ
、「
平
成

子
ど
も
ふ
る
さ
と
検
地
」
の
幟
の
ぼ
り

を
か
か

げ
、
秋
の
風
と
光
を
か
ら
だ
一
杯
に
浴

び
な
が
ら
、
検
地
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

声
高
や
ふ
る
さ
と
検
地
の

　
　
　
　
　
　
　

子
等
が
行
く　

秀
邑

　

検
地
は
、
寺
や
神
社
、
石
仏
な
ど
を

「
観み

る
」、
鳥
や
虫
の
音
を
「
聴き

く
」、

木
や
花
、
物
に
「
触ふ

れ
る
」、
川
や
海

の
に
お
い
を
「
嗅か

ぐ
」、
柿
や
栗
の
実

を
「
味
わ
う
」
の
五
感
を
使
い
な
が
ら

探
検
す
る
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
途

中
、
出
会
っ
た
人
に
話
を
聞
い
た
り
、

気
に
な
る
こ
と
や
大
切
な
こ
と
は
、
写

真
に
撮
り
メ
モ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
歩
い
た
市
民
大
学

生
の
一
人
は
、
子
ど
も
か
ら
の
質
問
攻

め
に
合
い
「
も
っ
と
志
布
志
の
こ
と
を

知
ら
ん
と
い
か
ん
で
す
ね
」
と
嘆
い
て

い
ま
し
た
。

　

文
化
会
館
か
ら
、
ま
ち
に
降
り
る
森

の
中
や
大
慈
寺
の
境
内
で
は
、
ど
ん
ぐ

り
の
実
や
栗
の
実
、
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
色

く
色
づ
き
始
め
た
葉
っ
ぱ
を
、
宝
物
の

よ
う
に
拾
い
、
八
坂
神
社
で
は
、
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
を
発
見
、
ハ
チ
が
び
っ
く

り
し
て
逃
げ
る
く
ら
い「
キ
ャ
ア
、キ
ャ

ア
」
騒
ぐ
な
ど
、
秋
を
か
ら
だ
一
杯
に

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
に
十
分
気
を
つ
け
、
ま
ち

を
歩
き
な
が
ら
、
人
に
迷
惑
を
か
け
ず

に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

武
家
屋
敷
で
は
、
刀
の
傷
あ
と
を
見

つ
け
、
び
っ
く
り
仰
天
、
沢
目
記
の
出

水
で
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
乾
い
た
の

ど
を
潤
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
い
し
い
お
弁
当
を
食
べ
た
あ
と
、

昼
か
ら
は
、
四
浦
の
山
学
校
に
参
加
し

て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
参
加

し
、
午
前
中
、
調
べ
た
こ
と
を
思
い
思

い
に
ま
と
め
、「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き

た
ら
楽
し
い
な
。」「
こ
ん
な
も
の
が
あ

る
と
、
み
ん
な
見
に
い
く
よ
。」
子
ど

も
の
は
ず
ん
だ
声
の
飛
び
交
う
中
、
世

界
に
一
枚
し
か
な
い
マ
ッ
プ
〈
地
図
〉

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
発
表
の
時
間
に
な
り
ま

し
た
。
発
表
に
あ
た
り
、「
は
っ
き
り
、

ゆ
っ
く
り
話
す
。
苦
労
し
た
こ
と
、
失

敗
し
た
こ
と
も
話
す
。
最
後
に
一
番
感

じ
た
こ
と
を
話
す
。」
こ
と
等
を
ふ
ま

え
、
班
ご
と
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
お
も
し
ろ

か
っ
た
、ま
た
、き
た
い
で
す
。」（
８
才
）

「
は
じ
め
て
だ
っ
た
け
ど
、た
の
し
か
っ

た
。」（
８
才
）「
み
ん
な
で
地
図
が
作

れ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」

（
10
才
）「
た
く
さ
ん
歩
い
て
疲
れ
た
け

ど
と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
」（
16

才
）、
大
人
か
ら
は
「
子
ど
も
と
い
ろ

ん
な
話
を
し
な
が
ら
町
を
歩
き
、
新
し

い
発
見
が
で
き
、
楽
し
か
っ
た
」「
他

の
友
だ
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
一
緒
に
歩
い

て
志
布
志
の
歴
史
を
学
び
、
と
て
も
楽

し
い
一
日
で
し
た
」（
28
才
）
な
ど
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
見
た
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

に
会
場
は
、
感
動
と
拍
手
の
渦
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
澤さ
わ

環た
ま
きさ
ん
と
一
緒
に
「
も
っ

と
キ
ラ
キ
ラ
」
を
歌
い
、
子
ど
も
と
大

人
の
歓
声
が
い
つ
ま
で
も
耳
か
ら
消
え

な
か
っ
た
平
成
子
ど
も
ふ
る
さ
と
検
地

が
終
了
し
ま
し
た
。

体
育
振
興
大
会
を
開
催

　

10
月
９
日
、
体
育
の
日
に
、
第
１
回

志
布
志
市
体
育
振
興
大
会
が
、
志
布
志

運
動
公
園
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

17
の
競
技
団
体
、
総
勢
４
８
９
人
の

参
加
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
賑
や
か
な
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
合
開
会
式
で
は
、
空
手
・
剣
道
連

盟
の
会
員
に
よ
る
演
舞
、
形
の
披
露
の

後
、
体
育
功
労
者
２
人
、
優
秀
ス
ポ
ー

ツ
選
手
16
人
、
社
会
体
育
優
良
団
体
２

団
体
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
合
開
会
式
終
了
後
、
早
速
、
各
会

場
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
競
技
が
開

催
さ
れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
な

が
ら
健
康
の
維
持
増
進
と
競
技
力
の
向

上
を
目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
者
に
つ
き
ま
し
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手　

立
山
紀
恵
、
斎

野
こ
の
み
、
清
家
章
仁
、
高
吉
修
平
、

池
宮
早
耶
、
俵
迫
和
奈
、
宮
城
竜
介
、

山
口
大
貴
、
山
口
観
弘
、
大
吉
翔
太
、

井
手
龍
太
、
稲
森
さ
や
か
、
大
王
貴
広
、

来
篠
祐
太
、
鎌
田
真
歩
、
持
留
慎
吾

体
育
功
労
者　

松
尾
武
蔵
、
田
中
昭
臣

社
会
体
育
優
良
団
体　

伊
﨑
田
相
撲
実

行
委
員
会
、
志
布
志
市
水
泳
協
会

きらめき県体 2007
　９月 27 日、市役所となり、農村環境
改善センターにおいて、来年度曽於地区
で開催される予定の第 61 回県民体育大
会曽於大会地区準備委員会の設立総会が
開催されました。総会では、大会キャッ
チフレーズを「きらめき県体 2007」と
するなど 9 つの事項が審議、承認され、
会長に本田市長が選任されました。
　志布志市内では、やっちくふれあいセ
ンターで開催予定の総合開閉会式のほか
10 の競技が開催される予定です。

お
宝
い
っ
ぱ
い
志
布
志
大
好
き
！

～
ふ
る
さ
と
検
地
に
歓
喜
の
声
～

10 月 18 日、有明国民運動場で開催された陸上記録会の結果です。（今回は初めての開催で全ての種目が新記録となります）
※タイムが同じでも測定は 1/100 秒で行っていたため、順位が違う場合があります。高飛び等は試技数で順位が変わります。 教育委員会情報ネット
第 1回志布志市小学校陸上記録会

五感でふるさとを感じました

世界にひとつだけの地図が完成 !

設立総会には多数の参加者がありました

第２回志布志ジョガー駅伝　　　　平成 19 年 1 月 21 日（日）
第２回しぶしポートマラソン大会　平成 19 年 3 月 18 日（日）開催予定！

様々な演舞が披露されました
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海の玄関志布志港から世界へ！

志布志～蘇州
　大隅地域 4 市５町で構成する大隅総合開発期成会では、
大隅地域の物流・交流拠点である志布志港の国際港湾とし
ての利用促進を図るため、旅行費用の一部を大隅総合開発
期成会が助成する、上海フェリー「蘇州号」ツアーが 10
月 21 日～ 25 日の 4 泊 5 日の日程で行われました。
　大隅地域４市５町にお住まいの方が対象で応募者が多

かったため、各市町で抽選が行われ、当選された方がツアー
に参加されました。参加人員は合計 84 人で、志布志市か
らは 28 人の募集に対し、抽選により当選された 15 人の
方が参加されました。
　10 月 21 日、午前 7 時 15 分から志布志港で出発式が行
われ、本田市長が「志布志港を皆様と共に発展させましょ
う」とあいさつをしました。
　出発式終了後、ツアー参加者は出国手続きを行い、乗船
しました。
　乗客には、志布志港国際航路利用促進協議会よりミネラ
ルウォーター（伝説の水「志布志」）と、紙テープが提供され、
その紙テープがツアー参加者から蘇州号を見送る方々に投
じられ、鮮やかに彩られるなか、午前 8 時に志布志港を
出航しました。

■問い合わせ先　志布志市立図書館 Tel 472-3322

No.010

■問い合わせ先　港湾商工課　Tel 474-1111( 内 264)

図 書 館

情

報

■ : 休館日
○ かみふうせん読み聞かせ会　　 14 時〜
○ 毎月第 4 土曜日読み聞かせ会　 14 時〜
■分館催し物
クリスマス会のご案内

・本館　　　　12 月 23 日　10:30 ～
・志布志分館　12 月 ９ 日　10:30 ～
・香月分館　　12 月 ２ 日　14:00 ～
・安楽分館　　12 月 22 日　14:00 ～
・有明分館　　12 月 17 日　10:00 ～
読み聞かせ・カルタ会のお知らせ

・有明分館　　11 月 23 日　10:00 ～

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

新刊案内
■「芋たこなんきん・上巻」　田辺聖子　原案

　花岡写真館の娘・町子は
好物の芋料理「なんばさつ
ま」と同じくらい小説好き
の文学少女。敗戦後、町子
は小説家になるという夢を
実現し・・・。ＮＨＫの朝
の連続テレビ小説「芋たこ
なんきん」のノベライズ。

■「アンフェアな月」　秦　建日子著
　「赤ん坊を誘拐された」と
錯乱状態の母親からの 110
番通報。事情聴取に入った
刑事・雪平夏見は、彼女の
不審な行動に疑いを持つ。
具体的な要求をしない犯人
の 目 的 は、 赤 ん 坊 の 安 否
は？雪平夏見シリーズ。

今月の
テーマ図書「ガーデニング」

今月の
テーマ図書　「秋」

■松山分館読み聞かせ会のご案内　　　　　毎月第 1・3 土曜日　14 時から（30 分程度）
　やっちくふれあいセンター内（図書室）　  問い合わせ先　℡ 481-4000( ふれあいセンター )
※お願い　貸出期限を過ぎた本や、貸出袋（黄色い袋）がありましたら、お早めに図書館へお返しく
　　　　　ださい。

○

○

土

休館日カレンダー（本館）

December　12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

November　11 月
日 月 火 水 木 金
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25○
26 27 28 29 30

○
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　　　　　　　　　　　　　　参加者募集中！
■日時　11 月 18 日（土）　9:40 ～
■場所　志布志市文化会館
　アトラクション・歓迎セレモニー・記念トーク「創
年暴創族になろう！」・基調トーク「住民主役～地域
力でまちづくり～」・シンポジューム「創年と子ども
が地域で輝くとき」等
※全国 11 の「志」の付く自治体の「ふるさと自慢～
　観光・特産品の紹介・展示」

■日時　12 月 19 日（火）　18:30 ～
■場所　志布志市文化会館　入場料 1000 円
　999 日 連 続 ラ イ ブ を 記 念
し 999 枚 限 定 の プ レ ミ ア ム
チケットです。彼が刻んでき
た時を歌とギターで綴るここ
ろ暖まるホールコンサートで
す。乞うご期待！
※チケット好評発売中！

高橋忠史 1000 日連続ライブ 999
完結の前夜～時は流れ人は生きている～

■問い合わせ先　志布志市生涯学習センター　℡ 472-3050

第 2 回生涯学習まちづくり志縁サミット

これからの志布志創年市民大学の
プログラム（予定）

NO 日　　時 講義内容及び講師

15
11 月 18 日（土）
午前 9 時 40 分

第 2 回生涯学習まちづくり志縁サミット
記念トーク、基調トーク、シンポジューム

16
11 月 29 日（水）
午後 6 時 50 分

ＮＰＯの社会づくり
ＮＰＯ法人大隅地域活性化協働研究会

17
12 月 19 日（火）
午後 6 時 30 分

高橋忠史 1000 日連続ライブ 999
～感動の夜、校歌
　「桜の木の下で」大ホールに響く～

（全席自由、入場料 1000 円）
※諸事情により、プログラムが変更になることがあります。
　途中入学も可能です。お問い合わせください。

■公演日　平成 19 年 2 月 3 日（土）　
　　　　　開場 18:00　開演 18:30
■会　場　志布志市文化会館
■入場料　
　S 席 4,000 円
　A 席 3,000 円
　B 席 2,000 円
　C 席 1,000 円
チケット販売は
11 月 26 日 ( 日 )、10:00 ～志布志市文化会館

劇団四季ファミリーミュージカル志布志市公演
王子とこじき

■会場　サンポートしぶしアピア 2F ホール
■開場時間　10:00 ～ 19:00
■入場料　300 円（当日・一般のみ）
■好評開催中　～ 11 月 19 日（日）まで

鹿児島日展志布志展
～大いなる船出～

クラシックギター
（ベルギー）

ヤン・デプレーテル
コンサート（入場無料）
東京をはじめとする、
数多くの国際ギター
コンクールで優勝す
るなど、世界のトッ
プギターリストとし
て活躍中！。

■コンサート開催予定日　平成 18 年 12 月３日（日）
■会場　志布志市文化会館

国際青少年音楽祭 in 志布志市 第 3弾

　■問い合わせ先　教育委員会文化振興課　℡ 472-1111（260）

志
布
志
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催

ふ
る
さ
と
寒
中
歩
こ
う
大
会

■
12
月
10
日
（
日
）　

予
定

　
　

参
加
者
募
集
！
（
※
雨
天
時
中
止
）

　

志
布
志
市
子
ど
も
会
で
は
、
寒
さ
に

負
け
な
い
体
力
を
身
に
つ
け
る
と
と

も
に
異
年
齢
層
と
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
歩
こ
う
大
会
を
実
施
し
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
み
方
法　

教
育
委
員
会
・
各
教

育
支
所
・
公
民
館
・
体
育
館
・
文
化
会

館
に
置
い
て
あ
る
参
加
申
込
書
に
記
入

し
て
、
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
12
月
１
日
ま
で
）

多くの方が参加しました 紙テープが岸壁に舞います

朝日を浴びて美しい船体をみせる蘇州号

教育委員会情報ネット

■申し込み・問い合わせ先　教育委員会生涯学習課　℡ 472-1111（内線 253）



タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
転
換
を
社
会
全
体
が
要

求
し
て
い
る
の
を
感
じ
取
っ
た
か
ら
だ
と

い
い
ま
す
。

　

 

ま
た
取
引
先
の
企
業
に
対
し
て
も
環

境
問
題
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
な

ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
、
環
境
方
針
と
し
て

①
電
力
消
費
の
削
減

②
ご
み
発
生
量
の
削
減

③
Ｐ
Ｐ
Ｃ
用
紙
使
用
量
の
削
減

④
グ
リ
ー
ン
購
入
の
促
進

⑤
製
品
か
ら
発
生
す
る
廃
棄
物
削
減
の
促

　

進
を
図
る

⑥
物
流
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
車
導
入
の
促

　

進
を
図
る

　

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

の
維
持
の
た
め
に
、
毎
月
の
電
気
代
や
燃

料
費
の
ほ
か
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
事
務
用
品
、

紙
コ
ッ
プ
に
至
る
ま
で
全
て
の
も
の
に
対

し
て
確
認
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ー
ト
生
産
管
理
室
の
井
尻
好
久
さ
ん

は
「
こ
の
管
理
作
業
は
、
大
変
な
事
務
量

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
無
駄

な
も
の
が
見
え
、
最
終
的
に
は
コ
ス
ト
の

削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

企
業
が
、
環
境
影
響
を
常
時
監
視
す
る

体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
環
境
汚
染
に
対

す
る
多
額
な
賠
償
金
の
支
払
い
や
イ
メ
ー

ジ
の
低
下
な
ど
が
及
ぼ
す
企
業
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
作
業
の
標
準
化
や
記
録
の
保
持

な
ど
に
よ
り
、
絶
え
ず
作
業
効
率
の
見
直

し
が
で
き
、
そ
の
結
果
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が

図
れ
ま
す
。
な
お
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
初
期
調
査
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
改
善

す
る
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
構
築
課
程
に
お

い
て
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
れ
る
狙
い
が

あ
る
と
い
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
経
営
の
意
思
決
定
に
有
効
な

情
報
が
得
ら
れ
、
記
録
の
保
持
が
進
め
ら

れ
れ
ば
、
貴
重
な
経
営
情
報
源
と
し
て
活

用
で
き
ま
す
。
今
ま
で
以
上
の
詳
細
な
情

報
を
把
握
す
る
こ
と
で
よ
り
的
確
な
意
思

決
定
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
様
に
管
理
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

で
、
環
境
に
対
す
る
負
荷
を
軽
減
す
る
だ

け
で
な
く
、
商
品
自
体
の
欠
陥
が
早
期
に

発
見
で
き
、
ク
レ
ー
ム
が
減
少
し
、
顧
客

獲
得
の
足
が
か
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｓ
室
室
長
の
湯
地
満
昭
さ
ん
は
「
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運
動
や
社
内
に
あ

る
電
球
は
消
費
電
力
の
小
さ
い
物
に
随
時

変
え
て
い
く
な
ど
、
生
産
効
率
を
下
げ
ず

に
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
、
社
員
の
一
人
ひ
と

り
が
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
で
は
始
業

前
に
社
員
が
工
場
前
の
道
路
の
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
の

一
つ
で
、
そ
の
他
に
も
定
期
的
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
会
社
敷
地
内
の
美

化
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

清
掃
や
美
化
作
業
が
、
果
た
し
て
環
境

問
題
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
尋

ね
る
と
「
社
員
の
環
境
に
対
す
る
意
識
づ

く
り
や
会
社
周
り
の
排
水
な
ど
の
異
常

に
、い
ち
早
く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
同
社
で
は
新
入
社
員
の

研
修
で
、
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
世
界
的

な
環
境
問
題
の
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
学
習
す
る
な
ど
教
育
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
鳩
宿
さ
ん
は
「
企
業
を
存
続
す

る
た
め
に
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域

に
根
ざ
し
て
、
日
常
生
活
の
中
で
も
環
境

問
題
に
気
を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も「
こ
ま
め
に
電
気
は
消
す
・

エ
ア
コ
ン
は
適
正
温
度
で
」
な
ど
、
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
！

環境コストについて話す井尻さん

現場から環境を支える湯地さん

社員による美化活動の様子（菱田川沿）

社
員
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

【
は
じ
め
に
】

　

今
回
か
ら
、
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
地
元
企
業
を『
エ
コ
通
信
』

で
、
定
期
的
に
紹
介
し
ま
す
。

　

サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
株
式
会
社
（
有
明

町
野
井
倉
）
の
本
社
、
有
明
ミ
ー
ト
第
一

工
場
・
第
二
工
場
、
霧
島
ミ
ー
ト
工
場
、

フ
ァ
ー
ム
事
業
部
第
一
農
場
は
、
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
の

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
を
平
成
14
年
３

月
に
認
証
取
得
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
豚
の
生
産
農
場
、と
畜
処
理
場
、

カ
ッ
ト
処
理
場
ま
で
の
一
連
の
範
囲
を
含

む
同
時
認
証
は
国
内
初
の
快
挙
と
な
り
ま

し
た
。

　

同
社
は
、
フ
ァ
ー
ム
部
門
、
ミ
ー
ト
部

門
共
通
の
環
境
方
針
と
し
て
「
事
業
活
動

を
通
じ
て
地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す

る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
目
的
・
目
標
達

成
に
向
け
て
積
極
的
に
環
境
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
主
に
豚
・
牛
の
と
畜
処

理
と
カ
ッ
ト
処
理
を
行
い
、
年
間
約
３
．

２
万
ト
ン
の
製
品
の
出
荷
を
行
っ
て
い
ま

す
。
従
業
員
は
３
４
０
人
で
す
。

　

今
回
、
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
総

務
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
鳩

宿
勇
さ
ん
は
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
取
得
す
る
こ
と

は
目
的
で
は
な
く
、
取
得
は
地
球
環
境
に

で
き
る
だ
け
負
荷
を
か
け
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
一
つ
の
道
標
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」

と
話
し
ま
す
。

　

そ
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
が
環
境
を
守
る
の
で
は

な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
環
境
意
識
を
持
つ

こ
と
が
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
回

答
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
社
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
に
動
い
た
き
っ

か
け
は
、
環
境
問
題
が
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
企
業
経

営
に
お
い
て
地
球
環
境
を
無
視
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
従
来
の
大
量
生
産
・

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
を
前
提
と
し
た
市

場
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら
、
省
エ
ネ
・
省
資

源
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
前
提
と
し
た
エ
コ
ス

環境問題について話す鳩宿さん

敷地内外はいつもきれいに清掃されています

工場内の様子
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サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」

　
　
　
　
　
　
　
　

国
内
初
、
生
産
か
ら
処
理
場
ま
で
の
同
時
認
証
取
得
か
ら
４
年
～
環
境
と
と
も
に
地
域
に
生
き
る
～

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と
は

　

平
成
４
年
ブ
ラ
ジ
ル
で
１
８
０
か
国
以
上

の
国
家
代
表
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
地
球

環
境
会
議
に
お
い
て
地
球
環
境
問
題
が
議
論

さ
れ
、
人
類
の
子
孫
に
豊
か
で
明
る
い
地
球

環
境
を
伝
承
す
る
願
い
を
込
め
て
行
動
計
画

「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
を
的
確
に
フ
ォ
ロ
ー

す
る
目
的
で
平
成
８
年
９
月
に
制
定
さ
れ
た
の

が
、
国
際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
が
定
め
る

『
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
』
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
シ
リ
ー

ズ
と
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）
が

定
め
た
企
業
や
団
体
な
ど
の
環
境
管
理
を
目

的
と
し
た
規
格
群
で
す
。
企
業
や
団
体
が
環

境
負
荷
を
低
減
さ
せ
、
地
球
環
境
保
護
の
観

点
か
ら
活
動
を
管
理
し
て
い
く
た
め
の
世
界

共
通
基
準
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。 

・
環
境
保
全
活
動
に
向
け
て
組
織
の
ト
ッ
プ

　

の
意
識
改
革
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ

　

と
。 

・
自
社
の
事
業
活
動
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響

　

を
自
ら
把
握
す
る
こ
と
。 

・
シ
ス
テ
ム
構
築
に
よ
り
毎
年
継
続
的
に
改

　

善
・
向
上
を
図
る
こ
と
。 

・
活
動
の
全
て
が
明
文
化
・
文
書
化
さ
れ
る

　

こ
と
。 

　

こ
れ
を
細
分
化
し
、
管
理
し
続
け
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
維
持
に
は

大
変
な
労
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

マイロードクリーン大作戦！参加者募集中です！年間を通して自分の時間で参加してください。
■エコライフ 55 に関する参加・問い合わせ先　( 志布志市役所環境政策課 ) Tel 474-1111( 内線 134)

１
４
０
０
１
の
維
持
に
向
け
て

会
社
概
要

社
内
で
の
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み



　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
者
、
心
臓
や
肺
に

慢
性
の
病
気
を
も
つ
人
の
場
合
、
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　

処
置
が
遅
れ
る
と
重
症
化
や
合
併
症
を

招
い
て
、
命
に
か
か
わ
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
が
、
注
意
を
す
れ
ば
、
怖
い
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
早
め
の
対
策
を
と
り
、
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
典
型
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

・
突
然
の
高
熱
（
38
度
以
上
）・
頭
痛

・
関
節
痛
・
筋
肉
痛
・
激
し
い
全
身
倦
怠

・
鼻
水
や
咳
な
ど
の
症
状
は
や
や
遅
れ
て

出
現
す
る
こ
と
が
多
い
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は

①
予
防
接
種
を
受
け
る

　

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
に
２

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
流
行
期
間
が
12

～
３
月
で
す
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
に
接
種

を
終
え
て
お
く
と
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

予
防
接
種
は
発
病
防
止
か
、
発
病
し
て
も

重
症
に
な
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

②
流
行
期
に
は
人
ご
み
を
避
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
空
気
中
に
拡
散
さ

れ
た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

外
出
時
に
は
、
な
る
べ
く
マ
ス
ク
を
す
る

よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
す
。

③
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
と
る

　

体
力
が
低
下
し
て
い
る
と
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
十
分
な
睡
眠
を

と
っ
た
り
、
身
体
を
動
か
し
た
り
し
て
体

力
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
し

た
状
態
で
活
発
に
活
動
し
ま
す
。
加
湿
器

な
ど
で
湿
度
を
保
ち
、
ま
た
、
定
期
的
に

換
気
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
外
出
後
の
手
洗
い
と
う
が
い

　

普
通
の
風
邪
の
予
防
と
併
せ
て
効
果
的

で
す
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　
　
　
　
　

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

早
期
診
断
・
早
期
治
療
の
効
果
は
大
き

い
で
す
。
症
状
が
で
た
ら
早
め
に
医
師
の

診
断
と
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
誤
っ
た
自
己
診
断
は
重
症
化
や
合
併

症
を
お
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、危
険
で
す
。

　

ま
た
、
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
で
き
る

だ
け
安
静
に
し
、
十
分
な
睡
眠
と
栄
養
を

と
る
こ
と
や
、
水
分
を
十
分
に
補
い
、
脱

水
症
状
を
予
防
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
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湧
水
の
水
質
検
査
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

志
布
志
市
内
の
湧
水
の
水
質
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
希
望
が
あ
る

湧
水
に
つ
い
て
、
水
質
検
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
湧
水
の
水
質
検
査
の
対
象
は
、

不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
さ
れ
る
場
所

と
し
、
水
質
検
査
の
結
果
は
、
市
報
等

で
公
表
い
た
し
ま
す
。

　

湧
水
の
水
質
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課　

環
境
政
策
係　
　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

・
最
近
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
中
に
、

空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
類
、
一
般

ご
み
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
き
ち
ん
と
、分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
有
害
物
（
乾
電
池
、
蛍
光
灯
）
の
コ
ン

テ
ナ
の
中
に
、
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ
プ
、
ガ
ラ

ス
の
皿
、
ラ
イ
タ
ー
が
入
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
一
般
ご
み
と

し
て
、
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
古
布
の
中
に
、
下
着
、
靴
下
が
混
入
し

て
い
ま
す
。
直
接
、
肌
に
身
に
つ
け
る
下

着
、
靴
下
な
ど
は
、
一
般
ご
み
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
綿
入
り
の
ハ
ン
テ
ン
な
ど
も

一
般
ご
み
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

不
法
投
棄
の
現
状

　

最
近
介
護
用
の
「
お
む
つ
」
が
よ
く
不

法
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。「
お
む
つ
」
は
、

一
般
ご
み
で
す
の
で
、
き
ち
ん
と
自
分
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
排
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

新
し
い
指
定
ご
み
袋

　

新
市
の
指
定
ご
み
袋
が
各
小
売
店
で
販

売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
市
の
指
定
ご
み
袋
は
、
写
真
の
と
お

り
で
す
。

　

な
お
、
旧
町
の
指
定
ご
み
袋
は
、
今
ま

で
ど
お
り
分
別
が
さ
れ
て
い
れ
ば
、
使
用

で
き
ま
す
。

家
庭
系
一
般
ご
み
袋

　
　

オ
レ
ン
ジ
の
袋
に
黒
印
字

家
庭
系
資
源
ご
み
袋　

透
明
の
袋
に
緑
印
字

事
業
系
一
般
ご
み
袋　

黄
色
の
袋
に
黒
印
字

事
業
系
資
源
ご
み
袋　

透
明
の
袋
に
緑
印
字

草
木
剪
定
枝
の
排
出
に
つ
い
て

・
草
木
剪
定
枝
は
、
資
源
ご
み
袋
に
入
れ

て
、
生
ご
み
回
収
時
に
生
ご
み
バ
ケ
ツ
の

横
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
少
量
で
あ
っ
て

も
、
生
ご
み
バ
ケ
ツ
の
中
に
は
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
長
い
木
は
、
１
メ
ー
ト
ル
以
下
に
切
っ

て
、
ひ
も
で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
程
度
の
量
が
あ
る
場
合

は
、
直
接
松
山
有
機
工
場
へ
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
環
境
政
策
課
（
内

線
１
３
３
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

間
違
い
が
多
い
ゴ
ミ
分
別

この機会に水の安心・安全についてご確認ください

ごみ分別の間違いの代表例

最近は個人による不法投棄が目立ちます

　　　　　■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所福祉課  Tel 487-2111

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
い
て

うがい手洗いは予防の第一歩です（森山小のお茶うがい）

大
やまと

和ちゃん

■ 10月 25 日　農村環境改善センター
　5歳児歯科健診の虫歯の無い子どもたち

真
ま ゆ

由ちゃん 秀
しゅうた

太ちゃん ひなのちゃん

龍
りゅうせい

星ちゃん 綾
あやか

香ちゃん 裕
ゆうき

輝ちゃん

彰
しょうご

吾ちゃん

隆
りゅうと

斗ちゃん

紀
のりこ

子ちゃん

27　市報しぶし■ 2006.11

優
ゆ り か

莉香ちゃん 省
しょうご

吾ちゃん 智
ともみ

美ちゃん

■ 10 月 31 日　やっちくふれあいセンター
　5歳児歯科健診の虫歯の無い子どもたち

事業所用ごみ袋

家庭用ごみ袋

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！



　9　その他の手当の状況（平成 18年 4月 1日現在）

区　分 内　容 金額（円） 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

扶養手当

・配偶者 13,000

同じ

・配偶者以外（2人まで）1人につき 6,000
・配偶者のない職員の扶養親族（1人目のみ） 11,000
・その他の扶養親族（3人目以降） 5,000

・16 歳から 22 歳までの扶養親族（1人につき） 5,000
（加算）

・配偶者を扶養していない職員の扶養親族（1人目のみ） 6,500

住居手当・借家（支給限度額） 27,000 （借家）同じ （持家）新築又は購入
の日から 5年間まで・持家 2,500（持家）異なる

通勤手当・支給限度額（40km以上）　（1kmにつき月 600 円。但し、2km未満を除く。） 20,900 異なる （支給限度額）
60km以上 24,500 円

　10　特別職の報酬等の状況（平成 18 年 4 月 1 日現在）
区　分 月額（円） 区　分 月額（円）
市　長 848,000 議　長 402,800
助　役 667,000 副議長 316,600
収入役 622,000 各委員長 308,500
教育長 622,000 議　員 294,000
（注）4月 1日現在、収入役は欠員となっています。
（注）　1. 職員数は、一般職に属する職員数です。（教育
　　　　長を含み、臨時又は非常勤職員を除きます）
　　　2. 公営企業等の「その他」には、国保事業及び介
　　　　護保険事業に従事する職員数を計上しています。

　11　部門別職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）
区　分

部　門
職員数（人） 対前年増減

平成 17年 平成 18 年 平成 18 年
福
祉
関
係
を
除
く

　
　
　
　

一
般
行
政

議　会 9 5 △ 4　
総　務 110 96 △ 14　
税　務 33 32 △ 1　
農林水産 69 60 △ 9　
港湾商工 5 7 2　
土　木 28 33 5　
小　計 254 233 △ 21　

福
祉
関
係

民　生 43 51 8　
衛　生 22 27 5　
小　計 65 78 13　

一般行政計 319 311 △ 8　

特別行政 教　育 75 63 △ 12　
小　計 75 63 △ 12　

公
営
企
業
等

水　道 11 13 2　
下水道 2 2
その他 18 10 △ 8　
小計 31 25 △ 6　

総　合　計 425 399 △ 26　

Ⅱ人事行政の運営等の状況について（平成 17年度）
　1　職員の競争試験（平成 17 年度） 
　　　平成 17年度は実施されませんでした。
　2　職員の採用及び退職の状況
　　1. 職員の採用の状況（平成 17年度）　
　　　平成 17年度は採用はありませんでした。
　　2. 職員の退職の状況
　　　（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31 日）

区　分 男性 女性 計
定年退職 2 2
勧奨退職 12 9 21
普通退職 2 2

　3　職員の勤務時間、休暇及び旅費等に関する勤務条件の状況
　　1. 職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）
1週間の
勤務時間 開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間

40時間 午前 8時
30 分

午後 5時
15 分

正午から午後零
時 15 分まで及
び午後５時から
午後 5 時 15 分
まで

午後零時 15 分
から午後 1 時
まで

　　2.年次有給休暇の取得状況（平成１７年1月１日～12月31日）

総付与日数 A 総使用日時数B 対象職員数 C 平均取得日数B/C 消化率 B/A

10,995 日 3,266 日 288 人 11.3 29.7%
　　3. 育児休業の状況（平成 17年度）

区　分 男　性 女　性 合　計
育児休業の承認件数 2 2
育児休業期間延長の承認件数

市
職
員
の
給
与
を
公
開
し
ま
す

志
布
志
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Ⅰ職員の給与等の状況について（平成 18年度）
　1　職員給与の状況（平成 18 年度一般会計当初予算計上分）
一般職職員数
（Ａ）

給　　与　　費 1人当たり
給与費（B/A）給　料 職員手当 計（Ｂ）

391 人 1,558,580 千円 872,944 千円 2,431,524 千円 6,219 千円
（注 1）職員手当には退職手当を含みません。
（注 2）職員数には教育長を含んでいます。

　2　歳出総額に占める職員給与費の割合（平成 18 年度一般会計当初予算計上分）
歳出総額（Ａ） 給与費（Ｂ） 給与費率（B/A）

14,723,000 千円 2,814,437 千円 19.1%

（注）給与費には、特別職分（市長、助役）を含んでいます。
　3　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 18 年 4 月 1 日現在）

区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 330,660 円 386,863 円 42.30 歳
技能労務職 354,356 円 359,756 円 53.24 歳

※平均給与額は、平均給料月額に扶養手当、通勤手当、住居手当、管理職手当、時
　間外勤務手当など加えたものです。
　4　職員の初任給の状況（平成 18 年 4 月 1 日現在）

区　　分 一般行政職 技　能　職 国の制度（行政職）
大学卒 159,700 円 170,200 円
高校卒 138,400 円 135,600 円 138,400 円

　5　一般行政職の級別職員数の状況（平成 18 年 4 月 1 日現在）
区　分 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級

標準的な
職務内容 部長 部長

課長
課　長
課長補佐	
主　幹

課長補佐
主任主査
技術主任主査

係長
主査
技術主査

主事
技師

主事
技師

職員数（人） 8 30 100 16 103 29 23
構成比（%） 2.6 9.7 32.4 5.2 33.3 9.4 7.4

　6　期末勤勉手当の支給率　　　　　　　　7　退職手当の支給率

区　分 支給期別支給率 支給率計 区分 20年勤続 25 年勤続 35 年勤続 最高限度
6月期 12 月期 支給率 32.76 月分 41.34 月分 59.28 月分 59.28 月分

志布志市 2.125 2.325 4.45 ※ 1　成績に応じて 2.85 月の範囲内
国 　2.110※ 1 　2.310※ 2 　4.42※ 3 ※ 2　成績に応じて 3.05 月の範囲内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 3　成績に応じて 5.90 月の範囲内
　8　特殊勤務手当の状況

手　当　名 内　容 金　額（円）

税務手当 賦課徴収事務・臨戸徴収事務 　（賦課）　　月　1,500
　（徴収）　　月　3,000

感染症・防疫作業手当 感染症患者の救護作業ほか 　　　　　　日　    300
徴収金徴収手当 市の収入金の徴収事務 　　　　　　日　    300
保健師手当 保健師の業務 　　　　　　月　1,000

行旅病人及び行旅死亡人取扱手当 行旅病人又は行旅死亡人の取扱 　（保護等）　日　    500
　（収容）　　日　1,000

用地交渉手当 公共用地取得等の交渉業務 　　　　　　日　    300
ケースワーカー手当 ケースワーカーの業務 　　　　　　月　5,000

　4　職員の分限及び懲戒処分の状況
　　1. 分限処分者数（平成 17年度）

　2　懲戒処分者数
　　　区　分 戒告 減給 停職 免職 計
法令に違反した場合 1 1

区　分 降任 免職 休職 降給 計
心身の故障の場合 1 1

{
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}

　5　職員研修の状況
　　　　　区　　　分 回数

（回）
人数
（人）研修区分 実施区分等

一般研修 自治研修所 7 72
専門研修 自治研修所 4 14
町単独研修 接遇研修ほか 5 181
派遣研修 県庁地方課 1 1

　　　　合　計 17 268



利用できる障害者福祉サービス
　日常生活に必要な支援を受けられる「介護給付」と、自立した生活に必要な知識や技術を身につける「訓練等給
付」があり、それぞれ家庭などで利用できる「訪問系サービス」、入所施設などで昼間に利用できる「日中活動系サー
ビス」施設に入所して利用できる「居住系サービス」があります。
※利用者負担は原則としてサービス費用の 1 割です（負担を軽減するため、所得による上限が決められています）。

■問い合わせ先　福祉課障害福祉係 ℡ 474-1111（内線 174）・松山支所福祉係 ℡ 487-2111（内線 272）
志布志支所障害福祉係 ℡ 472-1111（内線 240）

平成 18 年 10 月から
新しい福祉サービスがスタート
　障害者自立支援法は、障害のある人が自立した生活が送れるように支
援し、住みなれた地域で安心して暮らせる社会を実現していくためのし
くみです。
　平成 18 年 10 月からは新しいサービスも加わり、障害福祉サービス
が全面的に始まりました。

補装具費の支給について

　事前の申請により必要と認められると、補装具の購入費または修理費が支給されます。利用者負担は原則として
1 割です。
※所得に応じて一定の負担上限があります。
対象となる補装具
義肢、装具、座位保持装置、盲人安全つえ、義眼、眼鏡、補聴器、車いす、歩行器、歩行補助つえ、座位保持いす、
起立保持具、排便補助具、頭部保持具、重度障害者用意思伝達装置

地域生活支援事業（※利用料やサービス内容の詳細につきましては市役所本所、支所までお問い合わせください）

　地域生活支援事業は、障害福祉サービスとは別に、地域や利用者の実情に応じて市区町村と都道府県が協力して
実施する事業です。障害者の地域における生活を支えるさまざまな事業を行っていきます。

本市が行う地域生活支援事業

■相談支援事業
　障害者や障害児の保護者のさまざ
まな相談に応じ、必要な情報の提供
や、権利擁護のための必要な援助な
どを行います。
■移動支援事業
　屋外での移動が困難な方に、外出
時の円滑な移動を支援し、自立生活
や社会参加を促します。
■コミュニケーション支援事業
　障害のために意思疎通をはかるこ
とが困難な方に手話通訳者等の派遣
により意思疎通ができるよう支援し
ます。
■地域活動支援センター（すみよしの里）
　創作的な活動や生産活動など、さま
ざまな活動を支援する場としての地域
活動支援センターの機能を強化して、
障害者の地域生活を支援します。
■日常生活用具の給付等事業
　重度の障害者に、補装具以外の機
器で、自立した日常生活を支援する
用具の給付を行います。

障害のある人が選んでする事業

■訪問入浴サービス事業
　障害のために自宅のふろに入れな
い方に浴槽を提供して入浴を実施し
ます。
対象者　重度の障害児・者で介護保
　　　　険でのサービスを受けられ
　　　　ない方
■福祉機器リサイクル事業
　寄付などで頂いた福祉機器を必要
な方に貸し出し、有効活用を図ります。
対象者　障害があって他の制度を利
　　　　用できず一時的に福祉機器
　　　　の必要な方
■自動車改造助成事業
　身体に、障害のある方が運転する
ために必要な自動車の改造費を助成
します。
対象者　運転免許を持っており、自
　　　　動車の改造をすれば自分で
　　　　運転できる方

■生活サポート事業
　障害があって介護給付に該当しな
い方が、日常生活の支援や家事援助
が必要であると認められる場合に原
則として家事援助を受けられる事業
です。
対象者　福祉サービスを申請し非該
　　　　当の方で、家事援助がなけ
　　　　れば日常生活を営むのが困
　　　　難な方
■日中一時支援事業
　障害のある方の日中の活動の場を
提供し、家族の就労支援、介護者の
一時的な休息を保障します。
対象者　障害のある方で日中に介護
　　　　する人が不在など、一時的
　　　　な支援を要する方
■スポーツレクリエーション教室開催
　障害があってもスポーツレクリ
エーション等を楽しみ、社会活動に
積極的に参加することで自立を支援
します。
対象者　障害をもつ方、およびその
　　　　家族・関係者
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障害福祉サービス利用のしかた
　障害福祉サービスを利用するためには、事前の申請などの手続きが必要になります。志布志市役所障害福祉係や
相談支援事業者がお手伝いしますので、ご相談ください。

　1 相談・申請
　市または相談支援事業者に相談し
ます。サービスが必要な場合は市に
申請します。

　2 調査
　障害者または障害児の保護者と
面接して、心身の状況や生活環境
などについての調査を行います。

　3 審査・判定
　調査の結果および医師の診断結果を
もとに、市の審査会で審査・判定が行
われ、サービスが必要か判断します。

　6 サービスの利用開始
　受給者証を提示してサービスを
利用し、原則として利用者の負担（1
割）を支払います。

　5 事業者と契約
　サービスを利用する事業者を選
択し、利用に関する契約をします。

　4 決定（認定）・通知
　障害程度区分や生活環境、申請
者の要望などをもとにサービスの
支給量などが決定されます。
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居宅介護（障害程度区分 1 以上の方）
　入浴や排せつ、食事の介護など、
自宅での生活全般にわたる介護を
行います。

重度訪問介護
　重度の肢体不自由がある人に、
自宅での介護から外出時の移動支
援までを総合的に行います。

行動援護（知的障害・精神障害のある人）
　行動が困難で常に介護の必要な人に、
外出時の移動の支援や行動の際に生じる
危険回避のための援護などを行います。

重度障害者等包括支援
　介護の必要性がとても高い人に、
居宅介護などの障害福祉サービス
を包括的に提供します。

短期入所（ショートステイ）
　介護を行う人が病気の場合など
に、短期の入所による入浴や排せ
つ、食事の介護などを行います。

■訪問系サービス　■・・・介護給付　■・・・訓練等給付（基本的に 18 歳以上の障害者が対象）

生活介護
　常時介護が必要な方で、おもに日
中に障害者支援施設などで行われる
介護サービスや、創作的活動の機会
の提供などを行います。

療養介護
　病院などの施設において、機能
訓練や療養上の管理、看護、介護、
日常生活上の援助などを行います。

自立訓練（機能訓練・生活訓練）
　身体機能や生活能力向上のため
の訓練を、一定期間の支援計画に
基づき行います。

就労移行支援
　就労を希望する人に、知識や能
力向上のための訓練などを、一定
期間の支援計画に基づき行います。

就労継続支援（雇用型・非雇用型）
　一般企業等で雇用されることが
困難な人に、働く場の提供や、知
識や能力向上のための訓練を行い
ます。

児童デイサービス
　療育の必要な児童に対して、施
設に通っての日常生活における基
本的な動作の指導や集団生活への
適応訓練などを行います。

■日中活動系サービス

共同生活援助（グループホーム）
　日中に就労または就労継続支援
等のサービスを利用している知的
障害者または精神障害者に対し、
共同生活の場において、相談や日
常生活上の援助を行います。

共同生活介護（ケアホーム）
　日中に就労または就労継続支援等
のサービスを利用している知的障害
者または精神障害者に対し、共同生
活の場において介護などを行います

（基本的に 18 歳以上の人を対象）。

施設入所支援
　介護が必要な人や通所が困難な
人で、自立訓練または就労移行支
援サービスを利用している人に対
して居住の場を提供し、夜間にお
ける日常生活上の支援を行います。

■居住系サービス

障害福祉サービスが新しくなりました

→ →

← ← ↓
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葉
の
匂
ふ
幼
き
子	

濱
松　

精
志

厨
よ
り
煮
干
の
臭
い
大
根
蒔
く	

河
野

　
通
人

特
攻
の
海
渡
り
行
く
サ
シ
バ
か
な	

冨
山

　
達
次

久
び
さ
に
う
か
ら
賑
は
ふ
茸
飯	

米
澤　

二
郎

尾
花
ゆ
れ
流
る
ゝ
雲
に
大
和
見
ゆ	

森
下　

純
吐

気
儘
な
る
旅
の
ひ
と
こ
ま
栗
拾
ふ	

冨
山　

茂
子

傍
ら
の
夫
の
寝
息
や
星
流
る	

北
野　

治
美

草
の
花
２
Ｄ
Ｋ
の
新
居
か
な	

竪
山　

万
里

単
線
の
古
き
駅
舎
や
秋
燕	

和
田　

洋
文

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

題
「
信し

ん
ご号

」　　

赤
信
号
犬
の
方
が
先
き
立
っ
止
ま
っ	

宮
原　

三
照（
照
見
）

題
「
欠あ

く
っ伸
」　　

産う
ぶ
ゆ湯
ん
児こ

可む
愛
ぞ
か
欠あ

く
っ伸
で
良よ

か
気あ

ん
べ分	

野
崎　

満
夫（
満
夫
）

題
「
軽か

り
」　　

快よ

か
日ひ

よ和
い
足あ

し

も
気き

も
軽か

り
退た

い
い
ん
び

院
日	

吉
中
宏
野
里（
演
亮
）

題
「
砂さ

と糖
」　　

女お
な
ご
も
え

模
合
昔む

か

し
ゃ
砂さ

と糖
焼じ

ょ
ち
ゅ酎

今い
ま

ビ
ー
ル	

大
谷　

蘭
香（
博
務
）

俳
句
（
志
布
志
句
会
）

母
と
な
る
娘
の
電
話
男お

と
こ
え
し

郎
花	

坪
田　

秀
邑

耳
鳴
り
や
も
の
忘
れ
し
て
昼
の
月	

永
山　

又
生

女
っ
て
迷
わ
ず
葡
萄
食
べ
つ
ゞ
け	

暉
峻　

康
瑞

パ
ラ
ソ
ル
の
先
で
髪
切
虫
叩
く	

森　

真
砂
人

髪
洗
う
き
の
こ
の
如
き
耳
二
つ	

吉
田　

十
二

浴
衣
縫
う
背
ぬ
い
の
耳
を
の
ば
し
つ
つ	

野
村
佐
和
子

青
田
行
き
忘
れ
上
手
と
な
る
私	

山
本　

節
子

わ
た
く
し
と
雲
を
写
し
て
靑
田
風	

天
水
美
保
子

白
鷺
や
靑
田
四
五
枚
隔
て
い
る	

肥
後　

洋
子

安楽ふるさとづくり委員会の〝安楽コスモス園〟

市報しぶし 5月号　32

　あゆみさん ( 有明町 )　23 歳
　　勤務先：そお鹿児島農協大崎支所

趣味：音楽鑑賞、ドライブ
理想の異性：一緒にいて楽しくて、落ち着く人
休日の過ごし方：家でのんびりしたり、友達と出かけたりします
今のお仕事はどうですか：毎日たくさんの人とふれあうことができ
　　　　　　　　　　　　るので、楽しいです。
夢は：世界中をとびまわること
志布志市に何を望みますか：みんながいきいきして、元気あふれる町
友人から一言（鶴田裕子さん）
いつも明るくて、頑張りやのあゆみ☆彡
また、いさっだメンバーで飲みに行って、カラオケ行ってはしゃご
うね（● _̂̂ ●）♪♪♪ 2006.11 ■市報しぶし　32

　幹
みきえ

枝さん（79 歳）　松山町泰野

　元気にオートバイに跨る姿がさまになっている幹枝さん、
持っている免許証は『大型自動二輪』だけです。現在所有して

いるオートバイは約 8 年前に購入したものです。
　56 歳で歩いて四国八十八箇所めぐりを初めて行いました。その

後はオートバイで大分県臼杵市まで走り、カーフェリーで四国に渡
り 1400 キロメートル程を 2 週間でまわりました。最近では 77 歳の時

に行きましたが「徳島市で 6 車線を走ったら緊張した」と話します。
　若い頃は、夏場は養蚕に汗を流し、冬はでん粉工場で働きました。そ
の後も 72 歳まで工事現場で作業員として働いていました。
　現在はそばを作ったり、菜園の手入れをのんびり行い、朝は 5 時には
目が覚めるといいます。9 人の孫やひ孫の成長と自宅の庭に 1 本だけ生え

てきたひまわりの花が咲くのを楽しみに、日常に幸
せを見つけながら夫婦仲良く暮らしています。

恵
こ は る

春ちゃん（1 歳 7 か月）
恵
さ と か

佳さん（10 歳）恵
え な

奈さん（10 歳）
恵
よ し と

人さん（13 歳・青春中！）
恵
けいすけ

祐さん（14 歳・青春中！）
（志布志町志布志）

父　恵一さん　母　恵利子さん

　兄弟が多いと自然と皆強くなってい
き（母も同じく（^^ゞ））、末っ子がた
くましいこと！我が家のアイドル恵春
と頼もしい兄妹たちが家族を盛り立て
てくれます。毎日が楽しくて毎日がに
ぎやかで、時々ケンカして、日々親も

（未だに）子も成長しています♪おじ
いちゃんおばあちゃんこれからもお世
話になります♪

　 澄
す か い

海ちゃん（1 歳 4 か月）

（有明町野井倉）
父　弘文さん　母　純さん

6 人姉弟の末っ子！上はみんなお姉ちゃん
ばかりで、いっぱいお世話係がいるの
ピアノを弾いたり、ハーモニカをふいた
り、歌ったり、踊ったりする事も大好き。
もちろん一番は外遊びです。
世界で一番大好きなのは、おじいちゃんと
おばあちゃんです

　博
ひ ろ と

仁ちゃん（1 歳 8 か月）

（松山町新橋）
父　博三さん　母　トモ子さん

　ひろと
　　生まれてきてくれてありがとう。
　　いつもえがおをありがとう。
　　そしてげんきをありがとう。
あなたから　しあわせをいっぱいありがとう
これからも　明るく、
　たのしいかぞくでいようね！！

島津悦子歌謡ショー

■問い合わせ先　ふるさとまつり有明実行委員会（志布志市役所企画部港湾商工課内）℡ 474-1111（内線 263）Fax474-2281

2006 年 11 月 26 日（日）
有明開田の里公園（市役所東側）

◆各種団体の催物（JAあおぞら・有明町文化協会ほか）

◆踊ろう会～ヨイヤサー～

◆屋台村（特産品販売・収穫祭ほか）

◆大抽選会　◆ナンコ大会　◆作品展示

◆グラウンドゴルフ大会　◆ゲートボール大会

◆チャレンジゲームコーナー　◆健康相談

◆綾小路きみまろ抽選会（志布志市民対象）

第 1 回志布志市
ふるさとまつり有明ステージイベント司会『DJ ポッキー』

◆各種団体の催物（JAあおぞら・有明町文化協会ほか）

◆踊ろう会～ヨイヤサー～

◆屋台村（特産品販売・収穫祭ほか）

◆大抽選会　◆ナンコ大会　◆作品展示

◆グラウンドゴルフ大会　◆ゲートボール大会

◆チャレンジゲームコーナー　◆健康相談

◆綾小路きみまろ抽選会（志布志市民対象）



お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今月の納税	 納付期限　11月 30 日　口座振替日　11月 27 日
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

国民健康保険税（7期）　介護保険料（7期）　固定資産税（4期）

　
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
（
非
課
税
）
の
対
象
で
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険

料
を
申
告
す
る
場
合
は
、

■
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

　

除
証
明
書
」
の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

■
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

　

除
証
明
書
」
は
、
11
月
上
旬
に
社
会
保
険

　

庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
の
際

　

ま
で
大
切
に
保
管
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
１
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

　

控
除
証
明
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
月
分

　

以
外
の
保
険
料
を
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

　

納
付
し
た
場
合
は
、
今
年
分
と
し
て
申
告

　

で
き
ま
す
か
？

Ａ
１
今
年
分
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
。「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険
料
額
に
、
後

か
ら
納
付
し
た
保
険
料
額
を
合
算
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
か
ら
納
付
し
た

保
険
料
分
の
「
領
収
証
書
」
も
添
付
等
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
ま
し
た
が
、

　

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
？

Ａ
２
世
帯
主
又
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家
族
の

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

　

納
付
し
た
方
が
そ
の
保
険
料
を
申
告
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
控
除
証
明
書
用
専
用
電
話

　

℡
０
５
７
０
ー

０
０
ー

９
９
１
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
４
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で

は
ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
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  近年、日本人の食生活が大きく変容し、栄養バランスの
偏りや食習慣の乱れ、食の多様化は、特に子どもたちの健
全な成長に大きな影響を与え、非常に深刻化してきていま
す。朝食の摂取率の低下等が学力低下や生活習慣の乱れを
もたらせ、偏食等により、体調不良やイライラ、集中力の
欠如が多く見られます。このことは、社会的に子どもたち
の問題となっているいじめや不登校、ひきこもり等の増加
や低年齢化に深く関連していると思われます。そこで、こ
れらの課題改善のため次代を担う子どもたち自身と、保護

者を中心とした周りの大人たちが、「食育」を学び、正し
い食習慣や生活リズムを実践することが重要であると考え
ます。
　その具体的な取り組みの一つが、「おにぎり大作戦」です。
この事業では、気軽に作れ、親子のふれあいにも適してい
るおにぎりに注目し、子どもたちのおやつからスナック菓
子等の脱却を図る取組や、食育を中心とした事業を推進し、
家庭教育や地域の教育力の向上や、子どもたちの知・徳・
体のバランスのとれた人間力の向上を図ります。

おにぎりおやつで元気もりもり !

志布志市の子どもたちは・・・
「食育」に関するアンケート調査（平成 18年 10 月実施、対象 : 志布志市内幼児～中 3、回収数合計 2566 人）結果より。

　　　　知っとこメモ
文部科学省によると、小学5 年～中学 3 年を対象にした教育課程実施状況調査では，すべての教科・学年できちんと朝食を摂る児童・生徒ほど得点が高い傾向が出ています。

朝食で学力アップを !

～「おにぎり大作戦」の取組～
１２～１月・・食育に関するポスターや標語の募集と展示
１１～２月・・食育についての講演会の実施
１１月・・・・学校給食でのメニューの工夫
　２月・・・・生涯学習フェスティバルでのコーナー開設など

～本市教育行政の基本理念～
「きらり輝く三つのおしえ～煮しめ・つけあげ・にぎりめし」

煮しめは、それぞれの食材の風味を生かした伝統料理で、その材料や味付けは家庭によっ
て違いがあります。学校教育も子ども一人ひとりのよさを引き出すとともに、独自の工夫
で地域に密着した活動を展開します。
つけあげは、豊かな海の幸を材料にして粘り強く練りあげて作られます。大海を泳いで
いた魚のように、大らかな志を持ち、外見にとらわれない味のある人づくりを目指します。
にぎりめしは、ほどよい柔らかさとあたたかさに、にぎる人のぬくもりがこめられてい
ます。また、先人の苦労を思うと、米一粒でもおろそかにできません。感謝の心を忘れず
に基礎基本をふまえた確かな学力を身につけた子どもの育成を図ります。　　　　　　　
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■問い合わせ先　教育委員会生涯学習課　℡ 472-1111（内線 265）



志布志市発信！誰でも参加できて
誰でも集える、何でもあり

志布志まるごと
まるまるマーケットに行こう！

平成 17年度情報公開・個人情報保護制度運用状況
　平成 17 年度の情報公開・個人情報保護制度の運用状況を志布
志市情報公開条例及び志布志市個人情報保護条例に基づき次のと
おり公表します。

１　情報公開
内容

実施機関
開示
請求

決　定　内　容 不服申
立て等全部開示 取下げ 不存在

志布志市 市長部局 3 件 1 件 0 件 2 件 0 件
市長部局以外※ 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

松山町 町長部局 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件
町長部局以外※ 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

志布志町 町長部局 1 件 0 件 1 件 0 件 0 件
町長部局以外※ 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

有明町 町長部局 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件
町長部局以外※ 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

※市長及び町長部局以外とは、議会・教育委員会・選挙管理委員
　会・監査委員・農業委員会・固定資産評価審査委員会をいいます。
２　個人情報保護
　開示請求、訂正請求、利用停止請求及び不服申立て等のいずれ
も０件でした。
■問い合わせ先　総務課行政係　℡ 474-1111（内線 222・224）
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間伐等森林環境整備事業（森林づくり推進員活動）
■事業の目的
　森林は、水源かん養や県土の保全など、安全でうるおいのある生活環境
を提供するとともに、二酸化炭素の吸収・貯蔵を通じて地球温暖化防止に
貢献するなど、多面的かつ重要な役割を果たしています。
　しかし、近年の林業採算性悪化などで、手入れの行き届かない森林が増
加し、森林の果たす役割が十分に発揮されなくなることも懸念されます。
　そのため、良好な森林環境を創出し、将来にわたって、市民全てがその
恩恵を享受することができる、健全な森林を育成する観点から、管理不十
分な森林や収益性の低下が見込まれる森林等を対象に、適切な森林整備等
を推進することを目的に間伐等森林環境整備事業の実施をします。
■推進員の主な業務内容

・調査員は、管理不十分な森林等の把握や施業実施の督励等を通じて地域
ぐるみの間伐等森林整備を推進する。

・調査員は、集落リーダー等と密接な連携をとりながら、森林所有者に間
伐の普及啓発を行い、間伐が集団的に実施されるよう努める。

・調査員は、県農林事務所、市町村、森林組合等林業事業体と密接な連携
をとりながら、間伐未実施林の把握と森林所有者に間伐の普及啓発を行う。

・調査員は、間伐の実施状況の把握に努め、間伐が適切に実施されるよう、
選木、伐採等の技術指導を行う。
※除・間伐作業を行いたい方は、各地区の森林づくり推進員にご相談ください。
■平成 18 年度森林づくり推進員
松山地区 志布志地区 有明地区
新 村 善 次 荒 平 義 雄 木 屋 武 久
大 迫 一 郎 谷 宮 誠 實 宝 永 九
谷 口 泉 坂 口 三 秋 宮 原 一 也
金 子 繁 蔵 田 浦 安 徳 上 舞 辰 美
原 口 和 任 鬼 塚 護 西 本 三 郎

戦
没
者
追
悼
式

　

太
平
洋
戦
争
等
に
殉
ぜ
ら
れ
た
本
市
出

身
戦
没
者
に
対
し
ま
し
て
、
追
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
る
た
め
、
平
成
18
年
度
志
布
志
市

戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。

　

遺
族
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
皆

様
方
の
多
数
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
18
年
11
月
29
日
（
水
）

　

受
付　

午
前
９
時
30
分

　

開
式　

午
前
10
時

■
場
所　

志
布
志
市
文
化
会
館

■
そ
の
他　

・
戦
没
者
追
悼
式
の
所
要
時
間
は
、
約
１

　

時
間
で
す
。

・
追
悼
式
修
了
後
、
自
衛
隊
音
楽
隊
の
演

　

奏
会
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
役
所
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
５
）

飲
酒
運
転
撲
滅
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
！

　

年
末
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な

る
時
期
で
す
。

　

新
聞
報
道
な
ど
で
ご
存
知
の
よ
う
に
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
は
、
現
在

も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
お
酒
を
飲

ん
で
運
転
し
た
人
も
、
勧
め
た
人
も
厳

し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

■
飲
酒
運
転
四
な
い
（
し
な
い
）
運
動

○
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い

○
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
を
し
な
い

○
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い

○
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
を
さ
せ
な
い

　

わ
ず
か
な
飲
酒
で
も
、
注
意
力
や
視

機
能
は
低
下
し
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
も
飲
酒
運
転
は
重

大
な
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持

ち
、「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
強
い
意

志
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

 市の人口　9月 30 日現在

人　口	 35,471 人	 	 ( △ 20)
    男	 16,729 人	 	 ( △ 4)
    女	 18,742 人	 	 ( △ 16)
転　入	 68 人	 転　出	 73 人
出　生	 19 人	 死　亡	 34 人
世帯数	 15,608 戸	 	 ( △ 2)

10 月 20 日、サンキュー前で行われた飲酒運転撲滅運動

■受付　11 月 27 日（月）まで
■試験日　12 月２日、3 日の指定する 1 日
■場所　陸上自衛隊　国分駐屯地
■待遇　特別職国家公務員給与
　　　　初任給　　157,500 円
　　　　９か月後　172,100 円
　　　　宿舎費無料
　　　　食事、被服類支給または貸与
※詳細な内容は、下記まで問い合わせください

■身分　採用されると、特別国家公務員と
なり、給与（150,200 円）が支給されます。
■生活　学校（教育隊）内で日課時限に基
　づき、規則正しい生活をします。
■申込み期限　平成 19 年 1 月 9 日まで
※詳細な内容は、下記まで問い合わせください
■問い合わせ先　
　自衛隊鹿児島地方協力本部
　　℡ 099-482-1405
　　E-mail kago-plo-oosumi@rhythm.ocn.ne.jp

来春採用予定
自衛官志願者受付中！

2 等陸・海・空士（男子）

自衛隊生徒採用案内

I L L U M I N A T I O N
S H I B U S H I 2 0 0 6

■点灯式　11月 25 日（土）　午後 5時 30 分～
　　　　　（イベントは午後 1時 30 分からです）
■場　所　鉄道記念公園（アピア隣）
■点　灯　午後 6時～午後 11時　1月 8日まで
■問い合わせ先　志布志市商工会　℡ 472-1108

今年も 12 万球のイルミネーションが〝しぶし〟の夜を彩ります



夜間に病気や怪我で困ったときは曽於郡医師会夜間急病センター (Tel 099-482-5899) 曽於市大隅町月野 894 番地 ( 曽於郡医師会立病院内 ) 【今月の行政相談】　11 月 16 日（木）　午後 1 時～午後 4 時  志布志支所 1 階会議室

39　市報しぶし■ 2006.11

ご存じですか「税を考える週間」

　11 月 11 日から 17 日までは「税を考える週間」です。
　税金は私たち国民が豊かで安定した暮らしができるよう
に、国や地方公共団体が活動するための大切な財源です。
　「税を考える週間」は、国民生活に深いかかわりを持っ
ている税について、その意義（必要性）及び役割（使途）
や税務行政の現状を分かりやすく説明するとともに、国民
の皆様に、より能動的に税の仕組みや目的を「考え」て、
国の基本となる税に対する理解を深めていただくために設
けられているものです。
　今年の「税を考える週間」は、「少子・高齢社会と税」をテー
マとして、各種の広報・広聴活動を行うことにしています。
　また、この期間、給与所得者や主婦、児童・生徒などを
対象とした「租税教室」の開催など、税を身近なものとし
て考えていただけるような行事を企画しています。
　「租税教室」の開催希望は、最寄の税務署へお気軽にお
尋ねください。
 問い合わせ先　大隅税務署　℡ 482-0007

～雪と氷と仲間たち～
チャレンジ霧島 in Winter 参加者募集！

　冬の霧島連山縦走やスケート等の体験をとおして、新し
い仲間とのふれあいを深めながら、自然の厳しさや美しさ
を体感してみませんか？
■期日　平成 19 年 1 月 6 日（土）～ 8 日（月）
■場所　県立霧島自然ふれあいセンター
　　　　えびの高原及び霧島連山
■内容　霧島連山縦走、屋外スケート体験等
■募集　小学 5 年生から高校生までの 50 人
■申込み　参加申込書を学校で受け取るか、ホームページ
　　　　　から印刷し、必要事項を記入・押印の上、ふれ
　　　　　あいセンターへ郵送
■参加費　7,000 円程度（食事代・バス代・スケート代等）
■締切り　12 月 6 日（水）までに必着
 問い合わせ先　県立霧島自然ふれあいセンター
　℡ 0995-78-2815　Fax 0995-78-2858
　http://www.pref.kagoshima.jp/home/d-kyoiku/kirishima/

農業用廃プラスチック類の回収を行います
野焼き・不法投棄は法律で禁止されています

　ビニールハウスやマルチシート等の農業用廃プラスチッ
ク類の一斉合同回収を実施します。農業用廃プラスチック
類は「産業廃棄物」となり、廃棄については農家の責任で
処理するように義務付けられています。
　なお、廃プラスチック類を運搬する場合、車両の表示及
び書類の備え付けが必要となっております。
■日時　12 月 6 日（水）9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 15:00
　　　　※雨天時は順延します。
■場所

（17 年度と同じ場所です。分からない時はお尋ねください）
　松山地区　　そお鹿児島農協選果場
　志布志地区　志布志町農業公社
　有明地区　　あおぞら農協野神 FA 茶工場
 問い合わせ先
  松山町農業用廃ビニール処理対策協議会
　℡ 487-8013（JA そお鹿児島農協松山支所営農センター）
　℡ 487-2111（市役所松山支所産業振興課　内線 235）
  志布志町農業用廃プラスチック類適正処理推進協議会
　℡ 472-1361（JA そお鹿児島農協志布志支所営農センター）
　℡ 472-1111（市役所志布志支所産業振興課　内線 451）
  有明町農業用廃プラスチック類適正処理対策協議会
　℡ 474-1111（志布志市役所農政課　内線 422・423）

【お詫び】　10 月号の『あたや元気やっど』で紹介しまし
た高橋常雄さんの氏名に誤りがありました。関係者の皆様
には大変ご迷惑をおかけしました。訂正の上、お詫びしま
す。　（誤）高橋恒雄　⇒　（正）高橋常雄

第 58回人権週間　

　国連は、世界人権宣言採択を記念して、採択日の 12 月
10 日を「人権デー」と定め、加盟国に対し、人権擁護活動
を推進するための各種行事を実施するよう要請しています。
　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、「人権デー」
を最終日とする 1 週間、12 月 4 日から 10 日までを「人
権週間」と定め、広く国民に呼びかけ、人権尊重思想の普
及高揚を図っています。
　　　育てよう　一人一人の　人権意識
　　～思いやりの心・かけがえのない命を大切に～
　法務局と人権擁護委員は、人権侵害の相談を受けたり、
人権侵害による被害を受けた方を救済するために措置を講
じています。
■第 58 回人権週間「県下一斉電話人権相談」
■日時　平成 18 年 12 月 10 日（日曜日）
■受付時間　午前 10 時から午後 5 時まで
■電話番号　0570-700783（ナビダイヤル）
　　　　　　※ PHS、IP 電話からは接続できません。
　家庭内のもめごとや隣近所とのトラブル、いじめや差別
など、悩みや困りごとがあったら、お気軽にご相談くださ
い。秘密は厳守されます。
　鹿児島地方法務局・鹿児島県人権擁護委員連合会
12月 10日から16日までは「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。

税を考える週間・特別講演会

　毎年 11 月の税を考える週間に合わせて、社団法人曽於
法人会主催による特別講演会を開催します。参加料は無料
ですので、皆さんお誘いあわせのうえ、ご参加ください。
■日時　11 月 22 日（水）　午前 10 時 30 分開演
■場所　大隅町中央公民館大ホール（曽於市大隅町岩川）
■講師　フラワースペースＭ－２４　西 眞理子 氏
 連絡・問い合わせ先　社団法人曽於法人会 ℡ 482-3981
　または、各商工会（法人会）までお願いします。

交通事故にあって　　　　　相談無料 !
困ったとき、困ったひとのご相談に・・・
■鹿児島県自動車保険請求センター　℡ 099-252-3466
　相談日　月曜日～金曜日
　（9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00）（祝日を除く）
■弁護士相談日　毎月第 2・4 木曜日
　（13:00 ～ 16:00）（予約制・要面談・無料）

2006.11 ■市報しぶし　38

ＪＡそお鹿児島からＡＴＭ設置のお知らせ

　志布志市の指定金融機関である「JA そお鹿児島」がサ
ンキュー西志布志店横に 10 月 23 日から ATM（現金自動
預払機）を設置稼動しています（10:00 ～ 19:00）。
　お気軽にお金の入金・払出等が出来便利になりました。
　「JA そお鹿児島」が志布志市内に設置している ATM 機
等については次のとおりです。
①志布志市役所本庁　　　　　　協同設置
②志布志市役所志布志支所　　　単独設置
③志布志支所（ＪＡ ）　 　　　　協同設置
④サンポートしぶしアピア内　　協同設置
⑤サンキュー西志布志店　　　　単独設置（今回新設）
⑥ 松山支所（ＪＡ）　　　　　　 単独設置
 問い合わせ先
　　JAそお鹿児島	 志布志支所　℡ 472-1362
　　　　　　　　	 松山支所　　℡ 487-2323

NHK 学園平成 19 年度入学生・受講者募集中 !
あなたも一緒に学んでみませんか !

　NHK 学園では、広域通信制高等学校、福祉通信教育、
および生涯学習通信講座の学生・受講者を募集しています。
まずは、無料の案内書・願書をご請求ください。
■募集内容
　高等学校普通科（NHK の放送を利用して 3 年で高校卒業資格取得）
　高等学校選科（習得科目は高卒認定試験の受験免除）
　専攻科社会福祉コース（介護福祉士受験資格取得・2 年制）
　生涯学習通信講座（趣味から資格まで約 200 コース）
■募集期間
　高等学校普通科・選科　2007 年 2 月 1 日～ 4 月 20 日
　専攻科社会福祉コース　2007 年 2 月 1 日～ 3 月    1 日
　生涯学習通信講座　　　通年申込受付
 問い合わせ先
　NHK学園　℡ 042-572-3151（代表） Fax 042-574-1006
　フリーダイヤル 0120-06-8881（案内書請求）
２００７年カレンダーを販売します
中里尚雄と夢しずく工房のひかりのアーチストたち
　海洋冒険家で世界的なプロウインドサーファーの中里尚
雄さんが 8 月に開催した〝キッズ地球環境サミット〟がきっ
かけになり、しぶし夢しずく工房のひかりのアーティスト
たちの絵による素敵なカレンダーができました。
　この絵を手にしてくださった皆さまの心に。美しい光と
愛が届きますように・・・。
■価格　１冊 1,000 円
※ こ の カ レ ン ダ ー の 収 益 金
は、中里尚雄さんを通して、
孤児や極貧家庭の子どもたち
を対象にした職業訓練所の運
営、学校建設や孤児院支援などの活動を行っている国内・
外の団体に寄付されます。
■問い合わせ先　国民宿舎ボルベリアダグリ　℡ 472-1478

11月
12月

12日 藤後クリニック（内科） Tel 472-1237
 びろうの樹整形外科（整形・内科） Tel 471-6611
19日 大山病院（内科） Tel 472-1400 
 砂原医院（内・外科・小児科） Tel 474-0020
23日 陽春堂内科診療所（内科） Tel 472-5511
 石神診療所（内科・皮膚科） Tel 474-0107
26日 山口内科（内科） Tel 473-1188
 山下クリニック（内・外科・整・脳） Tel 487-9001
３日 井手小児科（小児科） Tel 473-3211
 砂原医院（内・外科・小児科） Tel 474-0020
10日 はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） Tel 473-3387
 東郷クリニック（産婦人科） Tel 473-1035

11月・12月 休日在宅医診療

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機

関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）

を行っていますのでご活用ください。

松山地区　	 11 月　大迫建設　　　℡ 487-2058
	 12 月　イケダ　　　　℡ 487-8771
志布志地区
11 月 7 日～ 11 月 13 日	 九電工	 ℡ 472-0112
11 月 14 日～ 11 月 20 日	 山本組	 ℡ 472-1101
11 月 21 日～ 11 月 27 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
11 月 28 日～ 12 月 4 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
12 月 5 日～ 12 月 11 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
有明地区
　　11 月　有徳設備工業　℡ 475-1596　有線 5160
　　12 月　有明水道土木　℡ 475-0635　有線 3672

水道修繕当番店



志布志市くらしのカレンダー
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
戦没者追悼式（9:30～10:00受付 志布志市文化会館）

1歳6ヵ月健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

第16回共同募金チャリティーゲートボール大会
　　　（8:00～16:00 志布志市役所前多目的広場）

両親学級（9:30～9:40受付 子育て支援センター）

29

14

農地転用調査
両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）
ポリオ予防接種（13:00～ 13:30受付 やっちくふれあいセンター）
母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）

30

15

1歳6ヵ月児健康診査（13:00～13:30受付 改善センター）

ひとり金婚式（10:00～ 蓬の郷）
就学児健診（13:00～ 松山地区）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
無料税務相談（10:00～15:00 本庁別館会議室B）

12/1

16

ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 宇都鼻農村研修センター）

2

17

ありあけサタデー広場（有明町内各校区）

まちづくり志縁サミット（22頁参照）

3

18

(火)

11/13
(月)

(水)

育児相談（13:30～15:00 やっちくふれあいセンター）
2歳児・5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 改善センター）

4

(木)

5

(金)

母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）
農業用廃プラ・廃ビニール回収（39頁参照）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
特設人権相談所開設（10:00～15:00 泰野地区公民館）
特設人権相談所開設（10:00～15:00 市民センター）
特設人権相談所開設（10:00～15:00 志布志支所1階会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 市老人福祉センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター）
移動年金相談（10:00～15:00 志布志支所1階会議室）
2歳児・5歳児歯科検診（13:00～13:15受付 やっちくふれあいセンター）

6

(土)

7

(日)

8

(月)

9

(火)

10

11

12

母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課窓口）
5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
年金相談所開設（10:00～15:00 市老人福祉センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

育児学級（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

13

14

19

(水)

ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 改善センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター）20

(木)

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5階会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 市老人福祉センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

21

(金)

1歳児歯科相談（9:30～9:45受付 宇都鼻農村研修センター）
母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課窓口）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）
ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

22

(土)

勤労感謝の日

にこにこひろば（10:00～ 改善センター）

23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

24

第1回志布志市福祉大会（9:00～12:00 志布志市文化会館）
25

第1回志布志市ふるさとまつりin有明（33頁参照）
26

27

28
3歳児健康診査（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

※志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。

日曜当番医は39ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

２歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）15
(金)

　
　
　

編
集
後
記

▼
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
早
く
も
12
月

分
も
登
場
し
、
志
布
志
市
も
誕
生
し
て
一
年

が
経
つ
の
か
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
・

一
寸
の
光
陰
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
」
の
言
葉

を
引
用
す
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
時
期
に
な

る
と
、
こ
の
一
年
間
を
有
意
義
に
過
ご
せ
た

か
を
反
省
し
ま
す
。
▼
年
末
に
な
る
と
そ
の

一
年
を
締
め
く
く
る
に
相
応
し
い
イ
ベ
ン
ト

が
市
内
の
彼あ

ち

こ

ち

方
此
方
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
会
場
に
行
っ
て
も
運
営
す
る
人
、

参
加
す
る
人
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢

れ
、
力
が
漲
み
な
ぎる
よ
う
で
す
。
▼
保
健
師
メ
モ

で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
病
気
に
な
る
と
年
末
の
イ
ベ

ン
ト
も
楽
し
め
ま
せ
ん
。
何
は
無
く
て
も
ま

ず
は
健
康
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
も
風
邪
な

ど
ひ
か
ぬ
よ
う
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
や
）

　
　
　

行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

11
月
26
日
（
９
時
～
12
時
）

や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
市
（
道
の
駅
松
山
）

　

11
月
26
日
、12
月
10
日
（
10
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
）

　

11
月
17
日
、
29
日
、
12
月
11
日

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日
（
７
時
～
11
時
）

特
設
人
権
相
談
所（
大
隅
町
中
央
公
民
館
）

　

11
月
８
日
（
10
時
～
15
時
）

無
料
税
務
相
談
（
本
庁
別
館
会
議
室
Ｂ
）

　

11
月
16
日
（
10
時
～
15
時
）

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡ 099-474-1111　Fax 099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp

ニ
ュ
ー
ス
・
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
E-m
ail info@

city.shibushi.lg.jp
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い

◎
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


